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二

「
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

１
　
ゼ
ー
ク
ト
の
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
長
就
任
と
ク
ラ
イ
ン
「
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
立

P
介
石
・
ゼ
ー
ク
ト
廬
山
会
談
（
一
九
三
四
年
五
月
二
日
）

ゼ
ー
ク
ト
が
上
海
に
到
着
（
一
九
三
四
年
四
月
八
日
）
し
た
こ
ろ
、
P
介
石
は
、
た
ん
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
や
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ
リ
ア
に
よ
る
広
東
派
へ
の
武
器
・
航
空
機
な
ど
の
輸
出
計
画
に
も
極
め
て
ナ
ー
バ
ス
に
な
っ
て
い

た
。
四
月
一
一
日
、
P
介
石
は
北
平
（
北
京
）
の
何
応
欽
に
電
報
を
打
ち
、
広
東
派
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
航
空
機
購
入
計

画
に
関
し
ア
メ
リ
カ
公
使
館
に
照
会
せ
よ
と
命
じ
、
同
日
、
上
海
の
孔
祥
煕
に
宛
て
て
も
電
報
を
打
ち
、
や
は
り
広
東
派
に
よ
る
イ
タ

リ
ア
か
ら
の
航
空
機
お
よ
び
魚
雷
艇
購
入
計
画
に
関
し
イ
タ
リ
ア
公
使
館
に
問
い
合
わ
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
P
介
石
は
、
そ
の
際
、

何
応
欽
や
孔
祥
煕
に
対
し
、「
中
央
政
府
の
許
可
が
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
武
器
も
航
空
機
も
他
省
に
向
け
て
輸
出
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
の
考
え
を
各
国
に
徹
底
せ
よ
と
伝
え
た
の
で
あ
る
（
1
）。
西
南
派
の
軍
事
化
に
対
す
る
P
介
石
の
政
治
的
懸
念
は
極
め
て
大

き
か
っ
た
。

他
方
で
P
介
石
は
、
ゼ
ー
ク
ト
の
接
待
に
つ
い
て
も
抜
か
り
は
な
か
っ
た
。
四
月
一
三
日
、
P
介
石
は
孔
祥
煕
宛
て
に
電
報
を
打
ち
、

上
海
に
滞
在
し
て
い
る
ゼ
ー
ク
ト
夫
妻
に
対
し
、
夫
人
（
宋
靄
齢
）
と
と
も
に
、
自
分
に
代
わ
っ
て
歓
迎
の
宴
席
を
設
け
る
よ
う
指
示

し
て
い
た
。
ま
た
同
日
、
賀
耀
組
参
謀
次
長
に
電
報
を
打
ち
、
中
国
参
謀
本
部
内
の
情
勢
や
全
国
の
軍
隊
の
情
勢
一
般
な
ど
に
つ
い
て
、

ゼ
ー
ク
ト
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
（
2
）。

五
月
二
日
、
い
よ
い
よ
P
介
石
と
ゼ
ー
ク
ト
の
会
談
が
江
西
省
の
避
暑
地
�
嶺
（
廬
山
）
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
3
）。
こ
の
重

要
な
会
談
で
P
介
石
は
、
ゼ
ー
ク
ト
の
任
務
範
囲
に
つ
い
て
、「
中
国
国
民
政
府
軍
の
再
編
」
に
責
任
を
持
つ
よ
う
委
嘱
し
た
（
4
）。
ま
た
、
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ゼ
ー
ク
ト
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
毎
週
火
曜
日
お
よ
び
金
曜
日
の
午
前
一
〇
時
よ
り
二
時
間
、
南
京
軍
官
学
校
内
の
P
介
石
の
居
室
に

お
い
て
、
軍
政
部
、
参
謀
本
部
お
よ
び
訓
練
総
監
部
な
ど
各
軍
事
機
関
の
主
管
長
官
と
会
談
を
開
く
こ
と
、
さ
ら
に
平
時
に
お
い
て
は
、

P
介
石
が
南
昌
行
営
等
に
あ
っ
て
不
在
の
場
合
、
ゼ
ー
ク
ト
が
直
接
指
揮
の
責
任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
た
（
5
）。
こ
れ
は
、
中
国
で
外
国
の

軍
事
顧
問
に
与
え
ら
れ
た
任
務
お
よ
び
権
限
と
し
て
は
、
破
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
ゼ
ー
ク
ト
は
、
P
介
石
に
対

し
、
最
新
の
編
制
と
近
代
的
基
本
原
則
に
基
づ
く
「
六
個
師
団
」
の
建
設
を
提
案
す
る
こ
と
と
な
る
（
6
）。

一
方
こ
の
五
月
二
日
の
会
談
で
は
P
介
石
も
ゼ
ー
ク
ト
も
、
重
要
な
懸
案
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
あ
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
7
）。
双
方
と
も
、
さ
し
あ
た
り
、
不
愉
快
な
話
題
を
回
避
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い

え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
去
る
二
月
一
六
日
に
行
わ
れ
た
関
係
各
省
庁
会
議
（
国
防
省
軍

務
局
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
、
外
務
省
第
四
部
東
ア
ジ
ア
担
当
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
一
等
参
事
官
ら
が
参
加
）
に
よ
る
決
定
（
8
）、
す
な
わ
ち
「
ゼ
ー
ク

ト
と
P
介
石
の
話
し
合
い
を
待
つ
」
と
い
う
決
定
は
結
局
実
現
さ
れ
ず
、
問
題
は
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ゼ
ー
ク
ト
・
ク
ラ
イ
ン
北
戴
河
会
談
と
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
「
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
批
判

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
ゼ
ー
ク
ト
の
在
華
軍
事
顧
問
団
長
（
中
国
語
で
「
総
顧
問
」）
と
し
て
の
任
務
と
権
限
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
が
確
認
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
長
旅
の
疲
れ
も
あ
っ
て
、
中
国
で
の
ゼ
ー
ク
ト
の
健
康
状
態
は
は
か
ば
か
し
く

な
く
、
一
時
期
、
死
が
近
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
9
）。

P
介
石
は
、
た
し
か
に
ゼ
ー
ク
ト
の
性
格
は
機
敏
で
、

責
任
を
負
う
点
は
長
所
で
は
あ
る
が
、「
惜
し
い
か
な
、
歳
を
取
っ
て
お
り
多
病
」
と
判
断
し
て
い
た
（
10
）。
五
月
一
一
日
、
P
介
石
は
賀

耀
組
に
電
報
を
打
ち
、
南
京
に
戻
っ
た
ゼ
ー
ク
ト
の
健
康
状
態
を
気
遣
っ
て
お
り
（
11
）、
ま
た
、
一
九
日
に
も
軍
政
部
兵
工
署
長
兪
大
維
に

電
報
を
打
ち
、「
塞
翁
」（
ゼ
ー
ク
ト
）
の
「
病
勢
如
何
」
と
問
い
合
わ
せ
て
い
た
。
ゼ
ー
ク
ト
自
身
も
五
月
二
六
日
に
南
京
駐
在
ド
イ

ツ
領
事
館
で
一
等
書
記
官
ラ
ウ
テ
ン
シ
ュ
ラ
ー
ガ
ー
（H

einz
L

autenschlager
）
と
会
談
し
た
と
き
に
、
健
康
状
態
が
悪
い
の
で
、
フ
ァ

ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
が
任
務
に
就
い
た
あ
と
、
遅
く
と
も
翌
一
九
三
五
年
一
月
ま
で
に
は
ド
イ
ツ
に
帰
国
す
る
予
定
だ
と
述
べ
て
い
た
の
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で
あ
る
（
12
）。

こ
う
し
て
ゼ
ー
ク
ト
は
、
強
力
な
権
限
を
掌
中
に
し
つ
つ
も
、
軍
事
顧
問
団
長
と
し
て
の
任
務
を
十
全
に
は
果
た
し
得
ぬ
健
康
状
態

に
あ
っ
た
。
一
九
三
四
年
七
月
初
旬
、
ゼ
ー
ク
ト
は
猛
暑
の
南
京
を
離
れ
、
渤
海
湾
に
臨
む
河
北
省
の
避
暑
地
北
戴
河
に
出
か
け
た
の

で
あ
る
。

そ
の
時
、
ゼ
ー
ク
ト
に
呼
ば
れ
て
密
か
に
北
戴
河
に
姿
を
現
し
た
一
人
の
ド
イ
ツ
人
が
い
た
。
国
防
省
兵
器
部
が
管
轄
す
る
Ｈ
Ａ
Ｐ

Ｒ
Ｏ
の
代
表
ハ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン
で
あ
る
（
13
）。
こ
の
会
談
で
ゼ
ー
ク
ト
は
、
中
国
軍
の
再
編
と
い
う
国
民
政
府
軍
事
顧
問
団
長
と
し
て
の

本
来
の
業
務
を
離
れ
、
中
独
軍
事
経
済
関
係
に
つ
い
て
ク
ラ
イ
ン
と
立
ち
入
っ
た
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
ク
ラ
イ
ン
は
、

ゼ
ー
ク
ト
の
紹
介
状
を
持
参
し
つ
つ
、
広
州
経
由
で
八
月
上
旬
に
�
嶺
を
訪
問
し
、
南
京
国
民
政
府
を
代
表
す
る
孔
祥
煕
財
政
部
長
と

の
交
渉
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
こ
の
北
戴
河
会
談
の
内
容
を
も
含
め
、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
ゼ
ー
ク
ト
は
八
月
一
九
日
に
北
平
駐
在
ド
イ
ツ
公

使
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
（O

skar
T

rautm
ann
）
に
対
し
て
説
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
当
時
中
独
両
国
の
外
交
関
係
は
大
使
で
は
な
く
公
使
レ
ヴ

ェ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
し
か
も
ド
イ
ツ
公
使
館
は
清
国
お
よ
び
北
京
政
府
時
代
の
名
残
で
首
都
南
京
で
は
な
く
、
北
京
す
な
わ
ち
当
時
の
呼

称
で
北
平
に
置
か
れ
て
い
た
）。
ゼ
ー
ク
ト
に
よ
れ
ば
、
中
国
中
央
政
府
と
貿
易
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
で
の
原
料
資

源
不
足
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
計
画
が
「
ナ
チ
ス
高
官
」
の
間
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、「
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
総
裁
シ
ャ
ハ
ト
も
そ
れ
を

承
認
し
て
い
る
」。
中
国
中
央
政
府
と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
で
の
合
意
を
目
指
し
て
い
る
。「
中
国
は
ド
イ
ツ
が
必
要
と
し
て
い
る
原

料
資
源
を
ド
イ
ツ
に
輸
出
す
る
。
ド
イ
ツ
は
こ
の
原
料
資
源
の
代
価
を
現
金
で
支
払
う
の
で
は
な
く
、
代
わ
り
に
ド
イ
ツ
に
中
国
政
府

の
た
め
の
口
座
を
開
設
す
る
。
中
国
政
府
は
ド
イ
ツ
で
商
品
（
工
業
製
品
）
を
発
注
し
、
こ
の
口
座
か
ら
支
払
う
」。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
交
渉
の
た
め
、
ド
イ
ツ
の
関
係
機
関
か
ら
ク
ラ
イ
ン
が
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
。
ゼ
ー
ク
ト
自
身
も
「
ク
ラ
イ
ン
氏
を
P
介
石
に
紹
介

し
た
」。
現
在
ク
ラ
イ
ン
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
交
渉
中
で
あ
る
。「
P
介
石
自
身
も
す
で
に
賛
同
」
し
て
お
り
、
ま
た
「
中
国
政

府
の
関
係
各
部
局
も
賛
同
し
て
い
る
」
（
14
）。
以
上
の
よ
う
に
、
ゼ
ー
ク
ト
に
よ
る
南
京
中
央
政
府
と
の
交
渉
計
画
は
、
ド
イ
ツ
と
中
国
の
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間
で
外
国
為
替
抜
き
の
一
種
の
バ
ー
タ
ー
貿
易
を
お
こ
な
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
既
存
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
別
に
、
い
わ

ば
「
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
ゼ
ー
ク
ト
の
い
う
「
ナ
チ
ス
高
官
」
と
は
、

総
統
直
属
経
済
特
別
顧
問
ケ
プ
ラ
ー
（W

ilhelm
K

eppler

）
で
あ
る
こ
と
が
や
が
て
明
ら
か
と
な
ろ
う
（
15
）。

こ
の
ゼ
ー
ク
ト
の
説
明
に
対
し
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
は
、「
そ
の
よ
う
な
計
画
が
ま
と
も
だ
と
は
思
え
な
い
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
反

論
を
お
こ
な
っ
た
。
第
一
は
、
バ
ー
タ
ー
貿
易
へ
の
批
判
で
あ
る
。「
ド
イ
ツ
は
中
国
に
対
し
出
超
で
あ
る
か
ら
、
も
し
バ
ー
タ
ー
原

理
を
導
入
す
れ
ば
、
中
国
政
府
は
、
ド
イ
ツ
が
中
国
に
商
品
輸
出
す
る
額
と
同
じ
量
の
商
品
を
ド
イ
ツ
が
中
国
か
ら
購
入
せ
よ
と
要
求

し
て
く
る
だ
ろ
う
」。
第
二
は
、
政
府
間
で
の
貿
易
独
占
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
も
し
政
府
間
で
直
接
貿
易
を
お
こ
な
え
ば
、「
わ
が

国
の
経
済
活
動
の
基
盤
」
で
あ
る
在
中
ド
イ
ツ
商
社
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
が
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
考
え
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
見
ら
れ
た
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
と
ゼ
ー
ク
ト
の
政
策
的
立
場
の
相
違
は
、
や
が
て
対
中
国
貿
易
を
め
ぐ
る
ナ
チ
ス
支
配
層
内
の
統
制

経
済
派
と
自
由
貿
易
派
の
激
し
い
対
立
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
（
16
）。

こ
う
し
た
ゼ
ー
ク
ト
と
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
政
策
的
対
立
は
、
し
か
も
、
両
者
の
間
で
の
感
情
的
な
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
。
ト
ラ
ウ

ト
マ
ン
は
、
そ
も
そ
も
ゼ
ー
ク
ト
が
ド
イ
ツ
の
対
中
国
貿
易
の
本
質
を
「
詳
細
に
検
討
し
た
と
は
思
え
な
い
」
し
、
さ
ら
に
こ
う
し
た

計
画
は
関
係
す
る
当
局
者
の
間
で
あ
ら
か
じ
め
厳
密
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
今
に
な
っ
て
よ
う
や
く
知
り
得
た
の
は
遺

憾
で
あ
る
」
と
ゼ
ー
ク
ト
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
厳
し
い
批
判
に
対
し
ゼ
ー
ク
ト
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
不
機
嫌
そ
う
に
答
え
た

の
で
あ
る
。「
ま
あ
、
私
が
あ
な
た
の
立
場
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
し
ば
ら
く
何
も
し
な
い
で
様
子
を
見
る
が
ね
。
そ
う
す
れ
ば
お
そ
ら

く
ベ
ル
リ
ン
か
ら
詳
細
な
内
容
を
知
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
（
17
）。

「
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
立
（
一
九
三
四
年
八
月
二
三
日
）

以
上
の
よ
う
な
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
憂
慮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ラ
イ
ン
は
�
嶺
に
お
い
て
ゼ
ー
ク
ト
の
説
明
に
沿
う
形
で
孔
祥
熙
財

政
部
長
と
の
間
で
交
渉
を
お
こ
な
い
、
一
九
三
四
年
八
月
二
三
日
、
鉄
道
、
製
鉄
工
場
、
港
湾
設
備
、
爆
薬
工
場
、
ガ
ス
マ
ス
ク
工
場

ナチス・ドイツと中国国民政府　一九三三─一九三六年（二）

5



の
建
設
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る
大
規
模
な
仮
契
約
を
交
わ
す
に
い
た
っ
た
。
こ
の
仮
契
約
の
特
徴
は
、
ゼ
ー
ク
ト
が
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン

に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
工
業
品
な
い
し
工
業
プ
ラ
ン
ト
を
、
中
国
で
産
出
す
る
農
業
産
品
お
よ
び
鉱
業
産
品
と
バ
ー
タ
ー
で
交

易
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
鉱
業
産
品
の
開
発
に
は
ド
イ
ツ
の
技
術
者
が
当
た
る
こ
と
と
し
、
ク
ラ
イ
ン
は
、
鉱
業
開
発
お
よ
び
先
行
支

払
い
の
た
め
、
一
億
Ｒ
Ｍ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
ベ
ル
リ
ン
で
獲
得
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
契
約
で

は
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
国
内
・
中
国
国
内
お
よ
び
国
際
社
会
か
ら
の
様
々
な
批
判
の
可
能
性
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、「
両
当
事
者
は
、

こ
の
契
約
を
無
条
件
で
極
秘
と
す
る
こ
と
に
合
意
」
し
た
の
で
あ
る
（
契
約
前
文
最
終
段
落
）
（
18
）。

な
お
、
こ
の
仮
契
約
の
締
結
前
に
P
介
石
と
の
会
談
の
中
で
ク
ラ
イ
ン
が
述
べ
た
と
さ
れ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
は
、「
第
三
帝
国
」

の
政
府
内
政
治
を
考
え
る
場
合
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。「
両
国
を
と
り
ま
く
外
交
情
勢
は
差
し
あ
た
り
無
条
件
の
秘
密
保
持
を
要

請
し
て
い
る
」、
し
た
が
っ
て
「
両
国
の
外
務
省
・
外
交
部
と
そ
の
在
外
代
表
部
を
関
与
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
、
彼
ら
に
情
報
を

与
え
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
（
19
）。
す
で
に
見
た
よ
う
に
ゼ
ー
ク
ト
は
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
公
使
に
渋
々
な
が
ら
必
要
な
情
報
を

伝
え
た
が
、
ク
ラ
イ
ン
自
身
は
以
後
も
ド
イ
ツ
外
務
省
お
よ
び
出
先
機
関
を
徹
頭
徹
尾
回
避
す
る
こ
と
に
な
る
。

五
日
後
の
八
月
二
八
日
、
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
は
外
務
次
官
ビ
ュ
ー
ロ
（B

ernhard
W

.
von

B
ülow

）
に
手
紙
を
送
り
、
ゼ
ー
ク
ト
と
の
会

談
内
容
を
伝
え
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
。
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ゼ
ー
ク
ト
ら
は
中
国
と
の
間
で
商
品

交
換
と
い
う
形
で
の
「
一
種
の
計
画
経
済
」
を
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
提
案
さ
れ
た
よ
う
な
方
法
で
中
国
政

府
が
原
料
資
源
の
輸
出
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
え
な
い
」。
し
か
も
「
豊
か
な
経
験
、
市
場
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
事
業

組
織
を
有
す
る
我
が
国
の
在
中
商
社
」
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
。「
私
は
軍
人
が
経
済
の
歯
車
装
置
に
手
を
出
そ
う
と
す
る
と
き
は

い
つ
も
不
安
を
感
じ
る
」。
さ
ら
に
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
は
、
ク
ラ
イ
ン
の
人
物
に
つ
い
て
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
私
は
ク
ラ
イ
ン
氏

に
何
か
不
安
を
―
―
あ
る
い
は
暗
い
も
の
を
感
じ
る
」
（
20
）。
こ
こ
に
は
、
ゼ
ー
ク
ト
と
ク
ラ
イ
ン
の
計
画
に
対
す
る
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
外

交
官
僚
と
し
て
の
本
能
的
な
違
和
感
が
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
外
務
大
臣
ノ
イ
ラ
ー
ト
は
、
以
上
の
よ
う
な
ク
ラ
イ
ン
と
ゼ
ー
ク
ト
の
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
南
京
中
央
政
府
と
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の
仮
契
約
締
結
を
ま
っ
た
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ク
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
た
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
報
告
個
所
に
、
ノ
イ
ラ
ー

ト
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
込
む
有
様
で
あ
っ
た
。「
誰
だ
、
こ
れ
は
？
」
（
21
）。

２
　
シ
ャ
ハ
ト
の
「
新
計
画
」
と
国
防
省
国
防
経
済
部
局
の
拡
張

外
務
省
貿
易
政
策
局
の
新
し
い
貿
易
清
算
構
想
と
シ
ャ
ハ
ト
の
「
新
計
画
」

以
上
の
よ
う
に
中
国
国
民
政
府
と
ク
ラ
イ
ン
の
間
で
「
バ
ー
タ
ー
交
易
」
が
合
意
さ
れ
た
が
、
こ
の
契
約
は
、
当
時
ド
イ
ツ
政
府
内

で
新
し
く
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
般
的
対
外
貿
易
思
想
で
あ
る
双
務
主
義
的
清
算
方
式
を
明
ら
か
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
三
三
年
一
月
の
ナ
チ
ス
に
よ
る
権
力
掌
握
後
、
ド
イ
ツ
政
府
内
部
で
は
、
フ
ー
ゲ
ン
ベ
ル
ク
に
代
表
さ

れ
る
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
派
と
、
外
務
省
、
経
済
省
お
よ
び
国
防
省
に
代
表
さ
れ
る
自
由
貿
易
派
の
対
立
が
顕
在
化
し
た
が
、
こ
の
対
立
は
、

一
九
三
三
年
六
月
の
世
界
経
済
会
議
に
お
け
る
フ
ー
ゲ
ン
ベ
ル
ク
の
外
交
的
失
態
お
よ
び
そ
の
後
の
政
治
的
失
脚
に
よ
り
決
着
が
つ
け

ら
れ
、
さ
し
あ
た
り
対
外
輸
出
の
促
進
に
よ
る
外
貨
獲
得
と
い
う
路
線
が
取
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
22
）。

し
か
し
な
が
ら
一
九
三
四
年
に
入
る
と
ド
イ
ツ
の
外
国
為
替
備
蓄
状
況
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
対
外
債
務
の
い
っ
そ
う
の
増
大

を
招
い
て
い
た
。
外
国
為
替
危
機
は
、
同
年
夏
に
は
外
国
為
替
の
割
当
制
導
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ほ
ど
に
い
た
っ
た
（
23
）。
こ
う
し
た
事

態
に
対
応
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、
第
三
国
の
通
貨
を
媒
介
と
す
る
従
来
の
自
由
貿
易
主
義
的
清
算
思
想
か
ら
離
れ
、「
応
急
処

置
」
と
し
て
、
二
国
間
の
清
算
協
定
な
い
し
支
払
い
協
定
に
よ
る
バ
ー
タ
ー
的
な
貿
易
方
式
の
導
入
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

新
し
い
貿
易
清
算
思
想
は
、
一
九
三
四
年
六
月
一
八
日
、
外
務
省
貿
易
政
策
局
が
各
国
駐
在
ド
イ
ツ
大
使
館
・
公
使
館
・
領
事
館
に

送
付
し
た
「
ド
イ
ツ
対
外
貿
易
政
策
の
現
状
と
諸
目
的
」
と
題
す
る
長
文
の
同
文
訓
令
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
世

界
経
済
恐
慌
後
の
世
界
経
済
の
動
向
と
、
そ
こ
か
ら
必
要
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
対
外
貿
易
政
策
再
編
の
た
め
に
採
ら
れ
た
様
々
な
方
策
、
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そ
れ
ら
が
ド
イ
ツ
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
を
詳
細
に
解
説
し
た
上
で
、「
外
国
為
替
状
況
が
貿
易
政
策
に
及
ぼ
す
影
響
」
と
題
し
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
に
お
け
る
外
国
為
替
の
減
少
は
、
こ
こ
数
ヶ
月
間
で
、
ド
イ
ツ
輸

入
業
者
に
与
え
ら
れ
る
外
国
為
替
割
当
の
著
し
い
切
り
詰
め
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
貿
易
政
策
の
分
野
に
お
い
て

は
﹇
バ
ー
タ
ー
的
﹈
清
算
協
定
へ
の
熱
望
が
い
よ
い
よ
強
く
前
面
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
」。
さ
ら
に
「
ド
イ
ツ
貿
易
に
お
け
る
﹇
バ

ー
タ
ー
的
﹈
清
算
思
想
」
と
題
さ
れ
た
章
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
ド
イ
ツ
の
輸
入
需
要
を
、
か
つ
て
最
恵
国
待

遇
主
義
の
無
制
約
な
適
用
下
で
可
能
で
あ
っ
た
以
上
に
利
用
し
、
原
料
・
嗜
好
品
の
生
産
国
・
輸
出
国
に
対
し
、
ド
イ
ツ
工
業
製
品
を

今
ま
で
以
上
に
輸
入
す
る
必
要
性
を
知
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。「
外
国
為
替
状
況
を
考
慮
し
、
外
国
か
ら
の
原
料
・
嗜
好
品
の

輸
入
を
、
ド
イ
ツ
産
品
の
輸
出
と
結
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
24
）。

こ
う
し
た
対
外
貿
易
思
想
に
基
づ
く
二
国
間
協
定
は
、
当
初
は
外
務
省
貿
易
政
策
局
の
主
導
の
も
と
で
個
々
の
国
と
個
別
に
締
結
さ

れ
て
い
た
が
、
八
月
二
日
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（K

urt
Schm

idt

）
に
代
わ
っ
て
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
総
裁
シ
ャ
ハ
ト
が
経
済
大
臣
を
兼
任
す
る

と
、
同
月
二
六
日
の
い
わ
ゆ
る
「
ラ
イ
プ
チ
ヒ
演
説
」
を
経
て
、
以
後
シ
ャ
ハ
ト
の
下
に
、「
特
別
口
座
」
設
定
に
よ
る
清
算
方
式
を

も
含
め
た
「
新
計
画
」
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
25
）。

外
国
為
替
状
況
に
対
す
る
国
防
省
の
危
機
意
識
と
、
国
防
経
済
幕
僚
部
の
成
立

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
外
務
省
や
シ
ャ
ハ
ト
の
動
き
と
は
さ
し
あ
た
り
独
立
に
、
国
防
省
も
、
一
九
三
四
年
七
月
に
入
る
と
、
外
国
為

替
状
況
に
対
す
る
深
刻
な
危
機
感
を
抱
く
に
い
た
っ
た
。
た
し
か
に
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
は
同
年
六
月
二
〇
日
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
宛
て
て
覚
書

を
提
出
し
、「
二
一
個
師
団
の
軍
の
建
設
に
必
要
な
物
資
の
調
達
は
確
保
さ
れ
た
」
と
の
楽
観
的
な
見
通
し
を
述
べ
て
い
た
。
し
か
し

そ
の
後
一
ヶ
月
も
経
た
ぬ
七
月
一
九
日
、
ド
イ
ツ
陸
軍
兵
器
部
経
済
参
謀
部
（W

irtschaftsstab

）
長
ト
ー
マ
ス
は
「
陸
軍
の
再
編
成
と

経
済
問
題
」
と
題
す
る
綱
領
的
な
講
演
を
お
こ
な
い
、
そ
の
な
か
で
、「
外
国
為
替
規
制
」
お
よ
び
「
在
庫
状
況
の
減
少
」
に
よ
り
、

「
状
況
は
完
全
に
変
化
し
た
」
と
す
る
認
識
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
ト
ー
マ
ス
は
、「
日
に
日
に
困
難
と
な
っ
て
い
る
経
済
状
況
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は
、
さ
ま
ざ
ま
な
供
給
分
野
で
の
国
防
軍
の
再
編
を
直
接
的
に
脅
か
し
て
い
る
」
と
の
危
機
感
を
吐
露
す
る
。
さ
ら
に
ト
ー
マ
ス
は
、

そ
う
し
た
経
済
危
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
三
つ
の
「
応
急
措
置
」
を
提
案
す
る
。
第
一
は
「
ド
イ
ツ
に
現
存
す
る
在
庫
は
国
防
軍
用

の
供
給
に
優
先
し
て
配
分
」
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
は
「
外
国
為
替
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
国
防
軍
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
無
条
件

の
優
先
順
位
を
与
え
る
」
べ
き
で
あ
る
。
第
三
は
「
対
外
貿
易
に
お
け
る
独
占
の
導
入
」
で
あ
る
（
26
）。

こ
こ
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
ト
ー
マ
ス
が
最
後
に
述
べ
た
「
対
外
貿
易
に
お
け
る
独
占
の
導
入
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ま
さ

し
く
ク
ラ
イ
ン
お
よ
び
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
適
用
さ
れ
た
原
理
な
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
国
防
経
済
行
政
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
国
防
省
内
に
お
け
る
国
防
経
済
部
局
の
占
め
る
位
置
が
、
こ
の
外
国
為
替
危
機
・
対

外
貿
易
危
機
の
中
で
、
顕
著
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
国
為
替
危
機
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
七
月
一

六
日
、
ト
ー
マ
ス
は
、「
頂
上
組
織
」
と
題
す
る
覚
書
の
中
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
す
る
。
ま
ず
、「
戦
時
」
に
お
い
て
は
、

国
防
軍
の
す
べ
て
の
部
局
す
な
わ
ち
陸
海
空
三
軍
の
利
害
を
「
国
防
省
軍
務
局
に
直
属
す
る
単
一
の
機
関
で
集
約
す
る
必
要
が
あ
る
」。

そ
の
た
め
に
は
、「
平
時
」
に
お
い
て
も
「
国
防
経
済
指
導
部
」
を
建
設
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、「
軍
拡
全
体
に
占
め

る
陸
軍
の
割
合
は
八
〇
％
」
と
い
う
現
状
に
鑑
み
れ
ば
陸
軍
が
優
先
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
か
ら
、
設
立
さ
れ
る
べ
き
「
国
防
軍
備

局
」（W

ehrm
achtsrüstungsam

t

）
で
は
「
陸
軍
の
絶
対
的
影
響
力
」
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
と
も
な
い
「
陸
海
空

三
軍
の
個
別
の
兵
器
部
は
国
防
軍
備
局
に
直
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
戦
争
勃
発
後
一
四
日
間
で
経
済
に
お

け
る
ま
っ
た
く
の
混
乱
状
況
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
」。
し
か
も
こ
う
し
た
国
防
軍
備
局
と
い
う
「
単
一
の
部
局
」
の
み
が
「
経
済
上

の
動
員
を
指
導
し
う
る
」
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
経
済
と
い
う
も
の
は
、
た
ん
に
あ
れ
こ
れ
の
組
織
に
よ
っ
て

動
く
の
で
は
な
く
、「
偉
大
な
専
門
知
識
、
長
年
の
経
験
お
よ
び
実
践
的
認
識
に
よ
っ
て
の
み
指
導
し
う
る
」
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ト
ー
マ
ス
の
考
え
方
に
対
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
陸
海
空
三
軍
に
並
ぶ
「
第
四
軍
」
が
創
設
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
危
惧
が
国
防
軍
内
に
も
存
在
し
た
。
し
か
し
ト
ー
マ
ス
は
、
そ
う
し
た
懸
念
を
押
し
切
り
つ
つ
、
基
本
的
に
は
陸
軍
兵
器
部

の
指
導
す
る
国
防
経
済
部
局
の
創
設
を
提
案
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
に
は
、
ま
さ
し
く
、「
偉
大
な
専
門
知
識
、
長
年
の
経
験
お
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よ
び
実
践
的
認
識
」
を
有
す
る
国
防
経
済
官
僚
と
し
て
の
ト
ー
マ
ス
の
矜
持
が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
（
27
）。
し
か
も
こ
う
し
た
提
案

に
基
づ
き
ト
ー
マ
ス
は
、
た
と
え
差
し
あ
た
り
折
衷
的
に
三
軍
経
済
機
関
お
よ
び
経
済
省
と
の
間
で
の
連
絡
調
整
機
関
に
と
ど
ま
っ
た

と
は
い
え
、
一
九
三
四
年
一
一
月
一
日
、
陸
軍
兵
器
部
経
済
参
謀
部
長
か
ら
国
防
省
軍
務
局
に
直
属
す
る
新
し
い
機
関
で
あ
る
「
国
防

経
済
幕
僚
部
」（D

ie
D

iensttstelle
W

ehrw
irtschaft

und
W

affenw
esen,

一
九
三
五
年
一
〇
月
よ
りD

er
W

ehrw
irtschaftsstab

）
の
長
に
就
任

す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
（
28
）。

こ
の
新
し
い
国
防
経
済
幕
僚
部
の
成
立
は
、
さ
ら
に
、
国
防
省
の
対
中
国
政
策
の
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
国
防
大
臣
ブ
ロ
ム
ベ
ル

ク
―
―
国
防
省
軍
務
局
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
―
―
国
防
経
済
幕
僚
部
長
ト
ー
マ
ス
と
い
う
強
力
な
親
中
派
の
ラ
イ
ン
が
形
成
さ
れ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ク
ラ
イ
ン
・
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
中
国
に
お
け
る
様
々
な
計
画
は
、
以
上
の
よ
う
な
政
策
上
お
よ
び
組
織
上
の
立
場
に
あ
る
ト
ー
マ
ス
が

全
力
で
取
り
組
ん
だ
事
業
の
一
つ
な
の
で
あ
っ
た
（
29
）。

３
　
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第
二
次
契
約
の
締
結
と
ク
ラ
イ
ン
の
帰
国

「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第
二
次
契
約
の
締
結

し
か
し
、
こ
の
間
ク
ラ
イ
ン
・
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
、
国
防
省
と
ト
ー
マ
ス
が
も
っ
と
も
力
を
入
れ
て
い
た
交
渉
相
手
は
、
南
京
中
央
政
府

で
は
な
く
、
西
南
派
、
と
り
わ
け
陳
済
棠
率
い
る
広
東
派
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ド
イ
ツ
国
防
省
お
よ
び
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
は
、
広
東
省
と

中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
す
な
わ
ち
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
境
界
に
存
在
し
て
い
た
豊
穣
な
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
に
多
く
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
中
国
は
世
界
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
生
産
の
半
分
以
上
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
た
（
30
）。

実
際
ク
ラ
イ
ン
は
、
七
月
初
旬
の
北
戴
河
に
お
け
る
ゼ
ー
ク
ト
と
の
会
談
の
の
ち
、
南
京
に
赴
く
前
に
広
州
を
訪
れ
て
広
東
省
政
府

と
交
渉
し
、
ま
ず
七
月
二
〇
日
に
（1）
中
国
の
原
料
資
源
と
ド
イ
ツ
の
工
業
製
品
を
バ
ー
タ
ー
で
交
易
す
る
た
め
の
契
約
を
締
結
し
、
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翌
二
一
日
に
は
（2）
鉄
道
建
設
に
関
す
る
契
約
と
、
（3）
港
湾
施
設
に
関
す
る
契
約
を
交
わ
し
た
の
で
あ
る
（
31
）。
さ
ら
に
八
月
の
南
京
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
契
約
の
締
結
後
ふ
た
た
び
広
州
に
向
か
い
、
九
月
八
日
、
広
東
派
と
の
間
で
防
毒
マ
ス
ク
工
場
（
二
九
万
香
港
ド
ル
）
の
建

設
契
約
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
広
東
派
は
返
済
を
タ
ン
グ
ス
テ
ン
等
の
鉱
物
資
源
の
対
独
輸
出
で
お
こ
な
う
こ
と
と
し
、
鉱
山
開
発
の

た
め
、
二
億
Ｒ
Ｍ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
ク
ラ
イ
ン
に
要
請
し
た
（
32
）。
こ
れ
ら
の
契
約
（
以
下
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
次
契
約
」
と
呼
ぶ
）

は
、
前
年
七
月
二
〇
日
に
ク
ラ
イ
ン
と
広
東
派
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
た
武
器
工
場
建
設
契
約
（
以
下
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一

次
契
約
」
と
呼
ぶ
）
と
一
体
と
な
っ
て
、
ク
ラ
イ
ン
・
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
（
た
だ
し
、
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
次
契
約
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
で
は
な
く
、
現
金
払
い
で
あ
っ
た
）。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
用
意
す
べ
き
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
一
億
Ｒ
Ｍ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
広
東
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
第
二
次
契
約
に
用
意
す
べ
き
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
二
億
Ｒ
Ｍ
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。さ
ら
に
こ
の
間
の
ク
ラ
イ
ン
の
行
動
を
見
る
と
、

前
述
の
よ
う
に
北
戴
河
で
の
ゼ
ー
ク
ト
と
の
会
談
の
の
ち
、
七
月
二
〇
日
・
二
一
日
に
広
州
で
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
後
�
嶺
を
訪
れ

て
八
月
二
三
日
に
孔
祥
煕
と
の
間
で
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
契
約
を
締
結
し
た
あ
と
、
ふ
た
た
び
広
州
に
戻
っ
て
九
月
八
日
に
広
東
派
と

の
間
で
追
加
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ン
の
活
動
の
重
点
が
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
明
か
で
あ
っ

た
。
実
際
、
の
ち
に
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
一
メ
ン
バ
ー
が
認
め
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
国
防
省
に
と
っ
て
「
広
東
の
方
が
重
要
」
で
あ
り
、

「
南
京
協
定
は
南
京
政
権
の
不
満
を
緩
和
す
る
た
め
」
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
33
）。

一
九
三
四
年
九
月
下
旬
、
ク
ラ
イ
ン
は
、
ド
イ
ツ
で
関
係
諸
官
庁
・
諸
企
業
と
の
調
整
を
お
こ
な
う
た
め
、
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お

よ
び
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
次
契
約
と
い
う
二
つ
の
成
果
を
も
っ
て
広
州
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
約
一
ヶ
月
の
帰
途
に
つ
い
た
。

P
介
石
の
抗
議
と
ド
イ
ツ
外
務
省
の
対
応

こ
の
間
外
務
省
で
は
、
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
報
告
を
検
討
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
一
九
三
四
年
一
〇
月

一
一
日
、
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
に
返
事
を
書
き
、
（1）
バ
ー
タ
ー
契
約
に
関
す
る
中
国
と
の
公
式
の
交
渉
は
考
え
て
い
な
い
、
（2）
た
だ
し
私
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的
な
貿
易
交
渉
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
、
と
の
返
答
を
お
こ
な
っ
た
（
34
）。
外
務
省
は
、
ク
ラ
イ
ン
の
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
そ

の
背
後
に
国
防
省
や
シ
ャ
ハ
ト
の
支
持
が
あ
る
こ
と
を
詳
し
く
知
ら
ぬ
ま
ま
、そ
れ
を
ク
ラ
イ
ン
と
い
う
私
人
に
よ
る
も
の
と
判
断
し
、

当
面
介
入
し
な
い
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
ク
ラ
イ
ン
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
ク
ラ
イ
ン
の
帰
国
を
待
つ
と
い
う
態
度

に
と
ど
め
た
の
で
あ
る
（
35
）。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
、
前
年
（
一
九
三
三
年
）
七
月
に
締
結
さ
れ
た
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
次
契
約
に
基
づ
き
、
広
州
で
は

武
器
工
場
建
設
が
大
い
に
進
捗
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
一
九
三
四
年
一
〇
月
二
〇
日
、
広
州
駐
在
ド
イ
ツ
領
事
館
の
フ
ォ
ス
カ
ン
プ

（H
ans

V
oskam

p
）
は
北
平
の
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
公
使
を
通
じ
て
外
務
省
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
す
べ

て
の
建
物
と
施
設
は
完
成
し
た
。
機
械
は
す
で
に
ほ
ぼ
到
着
し
、
そ
の
組
み
立
て
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
電
気
設
備
の
供
給
お
よ
び
そ

の
組
み
立
て
の
契
約
は
中
国
ジ
ー
メ
ン
ス
が
請
け
負
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
業
お
よ
び
機
械
の
最
終
的
な
組
み
立
て
ま
で
は
な
お
数

ヶ
月
見
込
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
竣
工
お
よ
び
引
き
渡
し
の
完
了
は
来
年
の
春
に
な
る
だ
ろ
う
」
（
36
）。
こ
れ
は
三
四
年
夏
の
広
東
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
二
次
契
約
と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
事
態
の
進
展
は
、
南
京
中
央
政
府
か
ら
見
れ
ば
、
広
東
派
す
な
わ
ち

潜
在
的
な
敵
対
者
と
ド
イ
ツ
と
の
政
治
的
な
関
係
強
化
を
意
味
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
南
京
中
央
政
府
へ
の
直
接
的
な
軍
事
的
脅

威
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
際
こ
う
し
た
広
東
で
の
武
器
工
場
建
設
の
進
展
は
当
然
南
京
中
央
政
府
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
激
烈
な
反
応
を
引
き
起
こ

し
た
。
一
〇
月
八
日
、
国
民
政
府
外
交
部
は
ド
イ
ツ
駐
在
中
国
公
使
館
に
電
報
を
打
ち
、
こ
う
し
た
広
東
へ
の
武
器
工
場
建
設
を
「
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
以
て
阻
止
す
る
よ
う
」
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
九
日
、
P
介
石
自
身
が
ド
イ
ツ
駐
在
中
国
公
使
館
参
事
官

譚
伯
羽
個
人
に
直
接
同
様
の
指
示
を
打
電
し
た
の
で
あ
る
（
37
）。

譚
伯
羽
は
一
〇
月
一
五
日
に
ド
イ
ツ
外
務
省
を
訪
問
し
、
こ
の
P
介
石
の
指
示
を
外
務
省
第
四
部
の
エ
ー
ル
ト
マ
ン
ス
ド
ル
フ

（O
tto

von
E

rdm
annsdorff

）
に
伝
え
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
外
務
省
と
国
防
省
は
、
去
る
二
月
一
六
日
に
会
議
を
開
き
、
広
東
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
次
契
約
に
関
し
、
P
介
石
と
ゼ
ー
ク
ト
の
会
談
を
待
つ
と
い
う
こ
と
で
合
意
し
た
が
、
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
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し
南
京
中
央
政
府
の
合
意
を
得
よ
う
と
す
る
ゼ
ー
ク
ト
の
努
力
は
、
こ
う
し
て
、「
成
果
の
な
い
ま
ま
」
で
あ
る
こ
と
が
外
務
省
に
も

明
白
と
な
り
、
P
介
石
が
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
相
変
わ
ら
ず
極
め
て
厳
し
い
姿
勢
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫

り
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
38
）。

ク
ラ
イ
ン
の
帰
国
と
、
ゼ
ー
ク
ト
の
心
の
闇

こ
う
し
た
政
治
的
緊
張
状
態
の
中
で
一
〇
月
中
旬
に
ク
ラ
イ
ン
が
帰
国
し
、
ベ
ル
リ
ン
で
関
係
各
機
関
・
関
係
各
企
業
と
の
交
渉
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
譚
伯
羽
は
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
の
紹
介
で
、
一
一
月
初
旬
に
ク
ラ
イ
ン
自
身
と
面
会
し
た
。
こ
の
時
ク
ラ
イ
ン

は
、
P
介
石
と
の
会
談
で
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
P
介
石
の
同
意
を
得
た
と
主
張
し
た
。
南
京
か
ら
の
前
述
の
訓
令
と
は
異

な
る
内
容
に
驚
い
た
譚
伯
羽
は
、
会
議
後
た
だ
ち
に
南
京
に
照
会
し
た
が
、
南
京
か
ら
の
返
答
に
よ
れ
ば
、
P
介
石
は
ク
ラ
イ
ン
と

の
会
談
で
、
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
同
意
を
明
示
的
に
拒
否
し
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
（
39
）。

一
一
月
六
日
、
中
国
公
使
館
側
は
抗
議
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
た
。
す
な
わ
ち
同
日
、
今
回
は
ド
イ
ツ
駐
在
中
国
公
使
劉

崇
傑
が
南
京
政
府
外
交
部
の
指
示
に
基
づ
き
ド
イ
ツ
外
務
省
の
マ
イ
ア
ー
（R

ichard
M

eyer

）
第
四
部
長
（
東
ア
ジ
ア
担
当
）
を
訪
問
し
、

「
広
東
へ
の
武
器
輸
出
を
止
め
る
よ
う
P
介
石
か
ら
指
示
を
得
て
い
る
」
と
述
べ
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
重
大
な
抗
議

を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
マ
イ
ア
ー
は
調
査
を
約
束
し
た
が
、
し
か
し
当
該
案
件
は
純
粋
に
私
的
な
事
業
で
あ
っ
て
、「
ド
イ
ツ

政
府
は
い
さ
さ
か
も
関
与
し
て
い
な
い
」
と
の
姿
勢
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
（
40
）。

こ
の
劉
崇
傑
の
強
い
抗
議
を
受
け
て
、
同
日
午
後
、
マ
イ
ア
ー
部
長
は
国
防
省
軍
務
局
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
お
よ
び
ク
ラ
イ
ン
本
人
と

対
応
を
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
外
務
省
を
回
避
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
事
態
の
展
開
は
、
こ
う
し

て
ク
ラ
イ
ン
を
外
務
省
の
前
に
引
き
ず
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
席
で
ク
ラ
イ
ン
は
、
P
介
石
が
武
器
輸
出
を
禁
止
し
た
と
の
主

張
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
反
論
」
し
、
逆
に
「
P
介
石
は
抗
議
を
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
。
ク
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
P
介
石
と

ク
ラ
イ
ン
の
会
談
の
内
容
は
ゼ
ー
ク
ト
に
も
知
ら
せ
て
あ
り
、
現
在
P
介
石
と
ゼ
ー
ク
ト
と
の
間
で
案
件
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
い
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う
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
、
陸
軍
兵
器
部
が
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
「
重
大
な
関
心
」
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
、
P

介
石
の
反
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
強
力
に
推
進
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
（
41
）。
さ
ら
に
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
、
経

済
大
臣
シ
ャ
ハ
ト
も
「
賛
意
を
伝
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
対
中
国
政
策
に
お
け
る
「
国
防
省
＝
経
済
省
連
合
」
が
成
立
し
て
い
る
こ

と
を
誇
示
し
た
の
で
あ
る
。

マ
イ
ア
ー
と
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
最
後
に
、
広
東
へ
の
武
器
輸
出
問
題
に
つ
い
て
は
ゼ
ー
ク
ト
と
P
介
石
の
間
で
の
交
渉
と
結
論
を

待
つ
こ
と
、
同
趣
旨
を
ド
イ
ツ
駐
在
中
国
公
使
館
に
も
伝
え
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
結
局
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す

る
議
論
は
、
二
月
一
六
日
の
関
係
各
省
庁
会
議
の
結
論
に
逆
戻
り
し
た
の
で
あ
っ
た
（
42
）。

た
だ
し
、
外
務
省
は
こ
の
時
、
必
ず
し
も
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
全
面
的
に
反
対
す
る
意
図
は
な
く
、
国
防
省
の
立
場

に
あ
る
程
度
配
慮
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
た
と
え
ば
以
上
の
よ
う
な
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
と
の
会
談
を
受
け
て
外
務
次
官
ビ
ュ
ー
ロ
は
一
一

月
一
二
日
、
北
平
駐
在
ド
イ
ツ
公
使
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
に
電
報
を
打
っ
た
が
、
そ
の
時
ビ
ュ
ー
ロ
は
、「
国
防
省
が
こ
の
事
業
に
有
し
て

い
る
重
大
な
関
心
」
を
考
慮
し
つ
つ
、
ゼ
ー
ク
ト
お
よ
び
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
と
協
議
す
る
よ
う
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
に
指
示
し
た
。
そ

の
際
ビ
ュ
ー
ロ
は
、
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
な
に
よ
り
も
機
械
の
輸
出
」
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
イ
ギ
リ
ス
が
お
こ
な
っ
て

い
る
こ
と
と
何
ら
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を
P
介
石
に
強
調
す
る
よ
う
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ビ
ュ
ー
ロ
の
電
報
で
は
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
が
事
案
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
フ
ァ
ル
ケ
ン

ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
当
時
、
健
康
の
す
ぐ
れ
な
い
ゼ
ー
ク
ト
に
代
わ
り
現
場
で
実
質
的
に
顧
問
団
長
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
43
）。

マ
イ
ア
ー
第
四
部
長
は
一
一
月
二
三
日
に
劉
崇
傑
に
電
話
し
、「
P
介
石
と
ゼ
ー
ク
ト
の
会
談
を
待
つ
」
と
い
う
上
記
の
ド
イ
ツ
政
府

の
立
場
を
伝
え
た
が
、
そ
の
時
マ
イ
ア
ー
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
が
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
に
伝
え
た
よ
う
に
、「
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
企
業
も

広
東
政
府
に
機
械
、
航
空
機
、
武
器
な
ど
を
輸
出
し
て
い
る
」
が
、
そ
れ
に
対
し
「
南
京
中
央
政
府
は
な
ん
ら
抗
議
を
お
こ
な
っ
て
い

な
い
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
、
国
防
省
の
立
場
に
配
慮
し
た
応
答
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
（
44
）。

こ
の
間
中
国
で
は
一
二
月
初
旬
に
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
が
、
外
務
省
か
ら
の
訓
令
に
基
づ
き
、
ゼ
ー
ク
ト
に
事
態
を
問
い
合
わ
せ
た
。
こ

成城法学80号（2011）

14



れ
に
対
し
ゼ
ー
ク
ト
は
、「
総
統
﹇
ヒ
ト
ラ
ー
﹈
と
ド
イ
ツ
帝
国
政
府
が
南
京
政
府
と
の
仮
契
約
を
承
認
し
た
」
と
述
べ
て
ク
ラ
イ
ン
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
支
持
が
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
た
（
45
）。
し
か
し
な
が
ら
ゼ
ー
ク
ト
は
、
他
方
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
述
べ

た
の
で
あ
る
。「
広
東
武
器
工
場
﹇
一
九
三
三
年
契
約
﹈
に
対
す
る
総
司
令
﹇
P
介
石
﹈
の
同
意
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
今
年

の
夏
、
ク
ラ
イ
ン
は
広
東
と
の
バ
ー
タ
ー
貿
易
交
渉
へ
の
総
司
令
の
明
示
的
な
同
意
を
得
よ
う
と
努
力
し
た
が
、
こ
れ
も
成
果
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
」。
つ
ま
り
、
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
と
の
会
談
で
ゼ
ー
ク
ト
は
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
P
介
石
の
同
意
が
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
を
渋
々
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ゼ
ー
ク
ト
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
要
請
さ
れ
た
P

介
石
と
の
会
談
に
関
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
つ
ぎ
の
会
談
で
P
介
石
が
自
発
的
に
広
東
へ
の
武
器
工
場
輸
出
に
言
及
す
る
か

否
か
を
待
ち
た
い
と
思
う
。
私
の
方
か
ら
そ
の
問
題
を
P
介
石
に
持
ち
出
す
つ
も
り
は
な
い
」
（
46
）。

ま
た
、
こ
の
会
談
で
は
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ゼ
ー
ク
ト
に
代
わ
り
現
場
で
実
質
的
に
顧
問
団
活
動
を
指

導
し
て
い
た
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
こ
う
し
た
事
態
に
は
「
ま
っ
た
く
関
わ
っ
て
お
ら
ず
」、
む
し
ろ
彼
は
「
広
東
へ
の
武
器
工
場

輸
出
に
は
否
定
的
」
で
あ
る
と
の
事
実
で
あ
る
。
ゼ
ー
ク
ト
は
、
自
ら
の
後
継
者
の
含
み
で
あ
っ
た
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
も
広
東

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
渉
の
詳
細
を
伝
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
47
）。

以
上
の
よ
う
な
会
談
を
通
じ
て
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
は
、「
ゼ
ー
ク
ト
は
広
東
へ
の
武
器
工
場
輸
出
に
つ
い
て
聞
き
た
く
も
な
い
し
語
り

た
く
も
な
く
」、「
自
分
が
後
見
し
た
子
ど
も
﹇Patenkind
﹈
を
否
認
し
た
い
よ
う
だ
」
と
の
印
象
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ン
の

広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
ゼ
ー
ク
ト
の
内
心
の
嫌
悪
感
は
、
す
で
に
一
九
三
三
年
の
第
一
回
中
国
訪
問
か
ら
芽
生
え
て
い
た
が
、

そ
れ
は
以
後
も
つ
ね
に
ゼ
ー
ク
ト
の
心
の
中
に
潜
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
（
48
）。

４
　
ド
イ
ツ
政
府
内
・
部
局
内
の
対
立
と
混
迷

ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
対
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
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以
上
の
よ
う
な
会
談
内
容
を
記
し
た
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
か
ら
の
電
報
を
、
外
務
省
は
た
だ
ち
に
国
防
省
軍
務
局
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
に
転

送
し
た
（
49
）。
こ
れ
は
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遮
二
無
二
推
進
し
て
い
た
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
由
々
し
き

事
態
で
あ
っ
た
（
50
）。
と
り
わ
け
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
に
と
っ
て
打
撃
で
あ
っ
た
の
は
、
P
介
石
の
同
意
を
得
て
い
な
い
こ
と
を
ゼ
ー
ク
ト
が

渋
々
認
め
た
こ
と
、
ま
た
、
自
ら
中
国
に
送
り
出
し
た
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
が
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
対
の
態
度
を
取
っ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。

フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
実
際
、
一
九
三
四
年
一
二
月
二
五
日
、
ド
イ
ツ
国
防
省
の
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
担
当
連
絡
将
校
ブ
リ
ン

ク
マ
ン
（R

olf
B

rinkm
ann

）
に
宛
て
て
手
紙
を
出
し
、「
こ
こ
数
ヶ
月
、
両
巨
頭
﹇
ゼ
ー
ク
ト
と
P
介
石
﹈
の
間
で
の
会
談
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
に
実
現
し
て
い
な
い
」
と
報
告
し
た
上
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
ゼ
ー
ク
ト

の
態
度
に
否
定
的
な
態
度
を
示
し
た
の
で
あ
る
。「
私
は
経
済
問
題
に
関
す
る
ゼ
ー
ク
ト
将
軍
の
活
動
に
深
入
り
し
た
く
な
い
。
総
司

令
と
会
談
し
た
り
報
告
し
た
り
す
る
と
き
も
、
こ
う
し
た
問
題
に
は
い
ま
ま
で
触
れ
て
い
な
い
」。
さ
ら
に
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、

ク
ラ
イ
ン
＝
ゼ
ー
ク
ト
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
し
た
の
で
あ
る
。「
ド
イ
ツ
は
中
央
政
府
の
み

を
相
手
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
腹
立
た
し
い
広
東
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
た
び
た
び
物
議
を
醸
し
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
汚
点
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ド
イ
ツ
か
ら
広
東
に
い
か
な
る
武
器
も
供
給
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
」
（
51
）。

こ
う
し
た
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
態
度
に
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
激
怒
し
、
翌
一
九
三
五
年
一
月
一
〇
日
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
紙
を
フ

ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
送
っ
た
の
で
あ
る
（
52
）。

す
で
に
一
九
三
三
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
広
東
政
府
と
の
交
渉
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
か
つ
国
防
省
の
利
益
に
適
っ
て
い
る
の
で
、
国
防
省

は
そ
の
交
渉
に
広
範
な
支
持
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
際
、
外
務
省
か
ら
の
反
対
論
を
も
除
去
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
・
・
・
。
も
ち
ろ
ん
南
京

か
ら
は
つ
ね
に
紙
の
上
で
の
抗
議
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
び
に
外
務
省
の
抗
議
は
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
四

年
に
ク
ラ
イ
ン
氏
に
よ
り
広
東
お
よ
び
南
京
政
府
と
の
間
で
妥
結
さ
れ
た
経
済
交
渉
は
全
ド
イ
ツ
経
済
お
よ
び
国
防
軍
の
建
設
に
長
期
的
な
重
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要
性
を
有
し
て
い
る
た
め
、
シ
ャ
ハ
ト
・
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
総
裁
を
は
じ
め
ド
イ
ツ
政
府
は
こ
の
事
業
を
広
範
に
支
持
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

こ
の
事
業
は
す
で
に
﹇
国
防
省
の
事
業
か
ら
﹈
帝
国
政
府
自
身
の
事
業
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ン
氏
は
国
防
省
で
は
無
条
件
の
支
持
を

与
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
経
済
協
定
を
成
功
裏
に
遂
行
す
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
貴
官
に
伝
え
、

こ
の
事
業
に
関
す
る
貴
官
の
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
が
こ
の
書
簡
の
目
的
で
あ
る
。
貴
官
の
影
響
力
あ
る
助
言
に
よ
り
、
い
ま
な
お
南
京
か
ら

発
せ
ら
れ
る
些
細
な
妨
害
工
作
を
阻
止
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

こ
の
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
の
書
簡
は
明
ら
か
に
、
た
ん
に
南
京
政
府
の
主
張
を
批
判
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に

も
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
「
妨
害
工
作
」
を
止
め
る
よ
う
に
強
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
、「
追
伸
」
と

し
た
う
え
で
、「
広
東
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
ク
ラ
イ
ン
氏
か
ら
直
接
P
介
石
総
司
令
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

際
P
介
石
は
何
ら
の
反
対
も
表
明
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
、
南
京
国
民
政
府
か
ら
発
せ
ら
れ
た
正

式
抗
議
を
「
紙
の
上
で
の
抗
議
」
と
無
視
し
、「
国
防
省
の
利
益
」
の
観
点
か
ら
外
務
省
や
現
地
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
の
広
東
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
反
対
論
を
断
固
と
し
て
排
除
す
る
決
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
、
こ
の
書
簡
は
「
国
防
大
臣
の
指
示

に
よ
り
」
書
か
れ
て
い
る
と
述
べ
、
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
の
権
威
を
持
ち
出
し
て
駄
目
を
押
し
た
の
で
あ
る
（
53
）。

し
か
し
な
が
ら
、
も
ち
ろ
ん
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
も
黙
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
三
月
一
四
日
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
ラ
イ
ヒ

ェ
ナ
ウ
に
宛
て
て
返
事
を
書
き
、
穏
や
か
で
は
あ
る
が
毅
然
た
る
態
度
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
の
で
あ
る
（
54
）。

私
は
総
司
令
が
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
で
の
活
動
に
対
し
、
そ
れ
が
軍
事
的
な
意
味
を
持
つ
限
り
に
お
い
て
、
何
度
も
、
し
か
も
非
常
に
明
確
に

反
対
し
た
こ
と
を
確
認
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
私
は
、
ベ
ル
リ
ン
駐
在
中
国
公
使
館
の
数
度
に
わ
た
る
抗
議
が
、
総
司
令
の
特
別
の
命
令

に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
問
題
に
関
し
総
司
令
が
繰
り
返
し
ゼ
ー
ク
ト
将
軍
を
非
難
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
ゼ
ー
ク
ト
将
軍
は

そ
れ
に
対
し
―
―
私
の
知
る
限
り
―
―
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
で
の
活
動
は
た
ん
に
経
済
活
動
に
過
ぎ
な
い
と
答
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
せ
ざ
る
を
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得
ま
せ
ん
。
・
・
・
総
司
令
は
広
東
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
軍
事
的
活
動
を
承
認
し
な
い
で
し
ょ
う
し
、
し
得
な
い
で
し
ょ
う
。
彼
は
広
東
の
平

和
的
制
圧
を
望
ん
で
お
り
、
広
東
が
軍
事
的
に
強
化
さ
れ
れ
ば
平
和
的
制
圧
が
遅
延
す
る
か
ま
た
は
阻
害
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
こ
ろ
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
老
衰
し
た
ゼ
ー
ク
ト
に
代
わ
り
現
場
で
顧
問
団
活
動
を
指
揮
し
、
一
九
三
四
年
末
に
五
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
要
塞
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
P
介
石
の
確
固
た
る
信
頼
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
立
場
に
あ
っ
た
フ

ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
あ
く
ま
で
P
介
石
と
南
京
中
央
政
府
に
忠
誠
を
誓
い
、
ク
ラ
イ
ン
＝
ゼ
ー
ク
ト
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
批
判
を
緩
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
55
）。

外
務
省
内
部
の
意
見
の
分
岐

国
防
省
の
み
な
ら
ず
、
外
務
省
で
も
ク
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
意
見
は
さ
ま
ざ
ま
に
分
か
れ
て
い
た
。
す
で
に
見
た
よ

う
に
中
国
駐
在
ド
イ
ツ
公
使
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
は
、
主
と
し
て
バ
ー
タ
ー
貿
易
方
式
＝
「
計
画
経
済
」
へ
の
懸
念
お
よ
び
在
中
ド
イ
ツ
商

社
保
護
の
立
場
か
ら
、
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
双
方
に
対
し
、「
そ
の
よ
う
な
計
画
が
ま
と
も
だ
と
は
思
え

な
い
」
と
し
て
反
対
し
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
三
四
年
二
月
二
二
日
、
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
は
、「
ク
ラ
イ
ン
＝
ゼ
ー
ク
ト
方
式
」
が
「
中

国
に
お
け
る
わ
が
国
の
貿
易
の
墓
堀
人
」
に
な
る
可
能
性
を
強
く
指
摘
し
、「
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
東
ア
ジ
ア
を
発
見
し
た
連
中
」

す
な
わ
ち
国
防
省
や
ゼ
ー
ク
ト
や
ク
ラ
イ
ン
の
独
断
専
横
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
56
）。

さ
ら
に
東
京
駐
在
ド
イ
ツ
大
使
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
（H

erbert
von

D
irksen

）
も
、
日
本
に
対
す
る
政
治
的
配
慮
か
ら
ク
ラ
イ
ン
の
広
東

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
対
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
57
）。
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
を
め
ぐ
っ
て
相
対
立
す
る
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
と
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
反
対
で
は
期
せ
ず
し
て
一
致
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
ベ
ル
リ
ン
の
ド
イ
ツ
外
務
省
首
脳
は
、
当
初
、
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
も
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
も
、「
ク
ラ

イ
ン
の
私
的
な
事
業
」
と
位
置
づ
け
て
帝
国
政
府
の
関
与
を
否
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
ク
ラ
イ
ン
の
事
業
に
関
す
る
国
防
省
の
関
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与
が
明
ら
か
に
な
る
と
、「
国
防
省
の
利
益
」
を
一
定
程
度
考
慮
す
る
姿
勢
を
示
し
始
め
た
。
し
か
し
外
務
省
は
、
そ
も
そ
も
ク
ラ
イ

ン
の
計
画
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
南
京
政
府
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
批
判
に
直
面
し
て
対
応
に
苦
慮
し
、「
P
介

石
と
ゼ
ー
ク
ト
の
会
談
結
果
を
待
つ
」
と
い
う
消
極
的
な
姿
勢
を
維
持
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
外
務
省
本
省
も
ク
ラ
イ
ン
の
南
京
・
広

東
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
必
ず
し
も
態
度
を
鮮
明
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
広
東
現
地
で
は
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
次
契
約
に
も
と
づ
く
武
器
工
場

建
設
が
順
調
に
お
こ
な
わ
れ
、
一
九
三
五
年
春
に
は
竣
工
が
予
定
さ
れ
る
ほ
ど
に
進
捗
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
現
地
ド
イ
ツ

外
交
代
表
部
、
と
り
わ
け
広
州
の
外
交
官
に
動
揺
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
一
九
三
五
年
一
月
二
日
、
北
平
駐
在
の
公
使
館
一
等
参

事
官
プ
レ
ッ
セ
ン
（L

eopold
B

aron
von

Plessen

）
は
、
以
下
の
よ
う
に
外
務
省
に
報
告
し
た
の
で
あ
る
。「
広
東
の
総
領
事
館
の
見
解

に
よ
れ
ば
、
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
た
建
物
の
建
設
は
完
了
し
、
つ
ぎ
の
作
業
が
広
範
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
ク

ラ
イ
ン
氏
と
中
国
側
の
武
器
工
場
建
設
を
阻
止
す
る
な
ら
ば
、
広
東
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
一
般
的
・
経
済
的
利
益
に
深
刻
な
打
撃
を
与

え
る
こ
と
と
な
ろ
う
」。
現
地
ド
イ
ツ
外
交
代
表
部
の
一
部
に
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
既
成
事
実
を
容
認
す
る
傾
向
が

生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
58
）。

一
九
三
五
年
一
月
末
、
こ
う
し
た
外
務
省
の
混
乱
し
た
状
態
に
一
応
の
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
外
務
省
は
、
ク
ラ
イ
ン
と
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ

Ｏ
か
ら
よ
う
や
く
南
京
契
約
お
よ
び
広
東
第
二
次
契
約
の
原
文
お
よ
び
ク
ラ
イ
ン
の
「
交
渉
経
過
報
告
書
」
と
題
す
る
長
文
の
文
書
を

取
得
し
た
の
で
あ
る
（
59
）。
外
務
省
貿
易
政
策
局
の
フ
ォ
ス
（H

ans
G

eorg
V

oss

）
は
、
一
月
三
一
日
、
ク
ラ
イ
ン
の
二
六
頁
に
も
お
よ
ぶ

「
交
渉
経
過
報
告
書
」
を
検
討
し
た
あ
と
、「
ナ
ン
セ
ン
ス
」「
偽
り
」「
×
」「
採
算
に
合
わ
な
い
」「
実
際
に
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
」

「
ま
っ
た
く
不
明
瞭
」「
重
大
な
疑
問
符
」「
憂
慮
す
べ
き
」「
夢
想
に
過
ぎ
ぬ
」
な
ど
と
す
る
二
九
項
目
も
の
反
対
意
見
を
記
述
し
た
二

三
頁
に
わ
た
る
詳
細
な
反
論
文
書
を
ま
と
め
（
60
）、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
鑑
定
書
」
と
題
す
る
文
書
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
要
約
し
た
の
で
あ

る
。「
現
状
で
は
、
両
契
約
は
経
済
的
に
維
持
で
き
ず
、
政
治
的
に
は
疑
義
が
あ
る
」。
経
済
的
に
維
持
で
き
な
い
理
由
と
し
て
フ
ォ
ス

は
、
（1）
他
国
政
府
へ
の
担
保
な
き
国
家
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
付
与
は
前
例
が
な
い
、
（2）
中
国
側
の
反
対
給
付
が
ま
っ
た
く
曖
昧
で
あ
る
、
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（3）
中
国
側
の
反
対
給
付
が
そ
も
そ
も
可
能
な
の
か
明
か
で
は
な
い
、
（4）
中
国
側
の
対
独
輸
出
能
力
の
開
発
（
鉱
山
の
開
発
な
ど
）
に

時
間
が
か
か
り
、
リ
ス
ク
を
と
も
な
う
、
な
ど
の
諸
点
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
政
治
的
な
疑
義
と
し
て
フ
ォ
ス
は
、
（1）
広
東
の
軍
事
化

は
南
京
の
利
益
に
と
っ
て
有
害
で
あ
り
、
（2）
南
京
の
軍
事
化
は
日
本
の
利
益
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
、
と
の
見
解
を
示
し
た
（
61
）。

さ
ら
に
両
契
約
の
今
後
の
扱
い
に
つ
い
て
フ
ォ
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ま
ず
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
承
認
」
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
ヒ
ト
ラ
ー
、
国
防
省
、
シ
ャ
ハ
ト
、
ケ
プ
ラ
ー
ら
の
意
図
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
第
二
に
、
そ
の
際
、

外
務
省
は
現
在
の
規
模
で
の
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
疑
義
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
両
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
規
模
は
可
能
な
限
り
縮
小
す
べ
き
で
あ
り
、
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
執
行
に
際
し
て
は
で
き
る
限
り
注
目
を
引
か
ぬ
よ
う
に
し
、

無
害
か
つ
非
軍
事
的
に
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
（
62
）。
こ
う
し
て
外
務
省
は
、
こ
の
フ
ォ
ス
の
鑑
定
に
基
づ
き
、
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も

の
に
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
規
模
の
可
及
的
縮
小
を
（
か
つ
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
そ
の
非
軍
事
化
を
）
求
め
る
と
い

う
条
件
闘
争
（
63
）
に
入
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

外
務
省
の
条
件
闘
争

以
上
の
方
針
を
背
景
に
フ
ォ
ス
お
よ
び
外
務
省
第
四
部
（
東
ア
ジ
ア
担
当
）
の
エ
ー
ル
ト
マ
ン
ス
ド
ル
フ
は
、
翌
二
月
一
日
、
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
ベ
ル
リ
ン
代
表
ロ
イ
ス
（Prinz

H
einrich

R
euß

）
の
来
訪
を
求
め
、
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
席
で
ロ
イ
ス
は
、
ク
ラ
イ
ン
が
「
私
人
」
で
は
な
く
「
国
防
省
の
指
示
」
の
下
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
渋
々
認
め
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ロ
イ
ス
は
、「
南
京
に
対
す
る
日
本
の
圧
力
」
は
政
治
的
に
憂
慮
す
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
「
そ
う
深
刻
で
は
な
い
し
切
迫
も
し

て
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
て
軽
視
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
ま
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
「
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
総
裁
シ
ャ
ハ
ト
も
賛
成

し
て
い
る
」
と
し
て
シ
ャ
ハ
ト
の
支
持
を
ひ
け
ら
か
し
、
さ
ら
に
中
国
側
反
対
給
付
の
不
明
確
性
に
つ
い
て
ロ
イ
ス
は
、「
す
べ
て
は

両
将
軍
﹇
P
介
石
と
陳
済
棠
﹈
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
」
お
り
、「
信
頼
が
根
拠
を
欠
く
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
正

確
に
契
約
を
規
定
し
た
と
し
て
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
だ
ろ
う
」
と
居
直
っ
た
の
で
あ
る
（
64
）。
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さ
ら
に
二
月
一
一
日
、
外
務
省
（
第
四
部
の
マ
イ
ア
ー
部
長
お
よ
び
エ
ー
ル
ト
マ
ン
ス
ド
ル
フ
）
は
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
の
ユ
ン
ネ
部
長

（Jünne

）
を
訪
問
し
、
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
席
で
ユ
ン
ネ
は
、「
独
中
貿
易
へ
の
強
い
誘
因
」
が
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に

「
わ
が
国
の
原
料
供
給
の
い
っ
そ
う
の
強
化
」
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
シ
ャ
ハ
ト
と
総
統
直
属
経
済
特
別
顧
問
ケ
プ
ラ
ー
が
ク
ラ
イ
ン

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
非
常
に
高
く
評
価
」
し
、「
陸
軍
兵
器
部
（
ト
ー
マ
ス
大
佐
）
も
ク
ラ
イ
ン
を
支
持
」
し
て
お
り
、「
総
統
も
関

心
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

、
、
、
、

」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
（
65
）。
さ
ら
に
ユ
ン
ネ
は
、「
国
民
経
済
一
般
か
ら
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
歓
迎

す
べ
き
」
と
し
な
が
ら
も
、
他
方
、
確
か
に
「
何
ら
の
担
保
も
な
い
こ
と
」
は
経
済
的
に
は
非
常
に
大
き
な
疑
点
で
あ
り
、「
リ
ス
ク

は
極
め
て
大
き
い
」
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ユ
ン
ネ
は
、
広
東
と
南
京
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
与
え
る
と
し
て
も
、
二
千
万
Ｒ
Ｍ

以
上
を
超
え
る
よ
う
な
も
の
は
許
容
し
得
な
い
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
ユ
ン
ネ
は
、
南
京
に
つ
い
て
そ
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
規
模
を
五
分
の
一
に
、
広
東
に
つ
い
て
は
一
〇
分
の
一
に
縮
減
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
66
）。

こ
う
し
た
ユ
ン
ネ
の
主
張
に
対
し
マ
イ
ア
ー
第
四
部
長
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
中
国
と
付
加
的
な
物
々
交
換
を
実
現
し
よ

う
と
い
う
す
べ
て
の
計
画
を
外
務
省
は
温
か
く
支
持
す
る
。
ま
た
、
工
業
産
品
を
対
価
と
し
て
原
料
を
確
保
す
る
可
能
性
は
利
用
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
」。
さ
ら
に
国
防
上
必
要
な
場
合
は
大
き
な
リ
ス
ク
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
外
務
省
は
異
議
を
唱
え

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
原
料
は
予
定
さ
れ
た
期
間
内
に
確
実
に
納
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
一
定

の
財
政
的
担
保
も
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
最
後
に
」、
両
契
約
は
南
京
・
広
東
間
、
南
京
・
日
本
間
の
「
政
治
的
紛
糾
」
を

も
た
ら
す
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
マ
イ
ア
ー
は
、
ク
ラ
イ
ン
と
な
お
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
協
議
し
な
け
れ
ば
、「
外

務
省
の
最
終
的
な
態
度
は
決
定
し
得
な
い
」
と
述
べ
、
条
件
闘
争
を
継
続
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
（
67
）。

さ
ら
に
マ
イ
ア
ー
は
、
三
日
後
の
二
月
一
四
日
、
国
防
経
済
幕
僚
部
長
ト
ー
マ
ス
と
協
議
し
、
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
国
防

省
の
態
度
を
質
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
席
で
ト
ー
マ
ス
は
ま
ず
陸
軍
の
原
料
需
要
を
満
た
す
と
い
う
「
無
条
件
の
必
要
性
」
か
ら
国

防
大
臣
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
と
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
総
裁
シ
ャ
ハ
ト
が
ク
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
基
本
的
に
支
持
し
て
い
る
」
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、「
陳
済
棠
は
い
ま
ま
で
つ
ね
に
現
金
で
支
払
い
を
お
こ
な
っ
て
い
る
」
の
で
「
リ
ス
ク
は
わ
ず
か
で
あ
る
よ
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う
に
思
わ
れ
る
」
と
の
判
断
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
マ
イ
ア
ー
は
、「
外
務
省
は
原
料
需
要
の
充
足
に
関
す
る
国
防
省
の
要
請
を
一

〇
〇
％
支
持
す
る
」
し
「
比
較
的
大
き
な
リ
ス
ク
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
る
」
と
譲
歩
し
た
が
、「
原
料
が
実
際
に
存
在
す
る
か
、

あ
る
い
は
利
用
可
能
か
」
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
の
点
に
関
す
る
ク
ラ
イ
ン
の
「
交
渉
経
過
報
告
」
は
広
東
の
財
政
状

況
お
よ
び
原
料
供
給
能
力
、
と
り
わ
け
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
供
給
能
力
を
過
大
に
評
価
し
て
お
り
、
外
務
省
か
ら
見
れ
ば
問
題
で
あ
る
と

述
べ
た
。
さ
ら
に
政
治
的
な
疑
問
点
と
し
て
マ
イ
ア
ー
は
、
ク
ラ
イ
ン
が
帝
国
政
府
、
と
り
わ
け
国
防
省
の
「
隠
れ
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」

と
し
て
ふ
る
ま
っ
て
い
る
が
、
日
本
が
そ
れ
を
見
逃
す
わ
け
も
な
い
し
、
何
よ
り
も
「
P
介
石
が
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
承
認
な
い
し
黙
認
す
る
か
否
か
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
（
68
）。

こ
う
し
た
マ
イ
ア
ー
の
議
論
に
対
し
ト
ー
マ
ス
は
比
較
的
冷
静
に
「
ク
ラ
イ
ン
の
主
張
が
実
際
に
正
し
い
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
は
あ
る
」
と
述
べ
、
事
態
の
明
確
化
を
待
つ
姿
勢
を
示
し
た
。
マ
イ
ア
ー
も
こ
れ
に
同
調
す
る
形
で
、
事
態
が
明
確
に
な
っ
た
あ

と
で
関
係
各
省
庁
に
よ
る
会
議
を
開
き
た
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
（
69
）。

以
上
の
よ
う
に
外
務
省
は
、
P
介
石
の
意
思
を
確
認
す
る
必
要
を
強
調
し
た
が
、
実
際
、
前
年
一
二
月
初
旬
の
ゼ
ー
ク
ト
へ
の
問

い
合
わ
せ
に
続
き
、
一
九
三
五
年
二
月
一
二
日
、
外
務
大
臣
ノ
イ
ラ
ー
ト
が
中
国
駐
在
ド
イ
ツ
公
使
館
に
指
示
を
出
し
、
ゼ
ー
ク
ト
に

直
接
改
め
て
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
求
め
た
（
70
）。
こ
の
指
示
を
受
け
て
ゼ
ー
ク
ト
を
訪
問
し
た
公
使
館
参
事
官
ラ
ウ
テ
ン
シ
ュ
ラ
ー
ガ
ー
に

対
し
、
ゼ
ー
ク
ト
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
（
71
）。

P
介
石
の
側
か
ら
は
、
い
ま
ま
で
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
明
示
的
な
承
認
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
を

期
待
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
私
は
今
ま
で
そ
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
な
い
。
総
司
令
に
立
場
表
明
を
強
い
な

け
れ
ば
、
彼
は
時
折
形
式
的
な
抗
議
を
お
こ
な
う
以
外
は
と
く
に
難
題
を
持
ち
か
け
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
ゼ
ー
ク
ト
は
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
P
介
石
の
承
認
が
な
い
こ
と
を
再
度
認
め
た
の
で
あ
る
。
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ノ
イ
ラ
ー
ト
は
二
月
下
旬
、
以
上
の
よ
う
な
展
開
を
受
け
、
シ
ャ
ハ
ト
、
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
お
よ
び
財
務
大
臣
ク
ロ
ー
ジ
ク
（L

utz

G
raf

Schw
erin

von
K

rosigk

）
に
宛
て
て
覚
書
を
送
付
し
（
72
）、
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
外
務
省
の
基
本
方
針
を
伝
え
た
の
で

あ
る
。
ノ
イ
ラ
ー
ト
は
ま
ず
以
下
の
よ
う
な
基
本
的
姿
勢
を
明
確
に
す
る
。

原
料
資
源
を
工
業
産
品
と
交
換
で
確
保
す
る
可
能
性
を
利
用
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
外
務
省
は
そ
れ
を
強
く
支
持
す
る
。
し
か
も
国
防

の
利
益
に
と
っ
て
必
要
な
原
料
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
外
務
省
は
、
バ
ー
タ
ー
貿
易
の
基
礎
の
下
に
独
中
経
済
関
係
を
拡
大
し

よ
う
と
す
る
活
動
を
熱
烈
に
歓
迎
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
ノ
イ
ラ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ク
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
政
治
的
に
も
経
済
政
策
的
に
も
「
多
く
の
重
大
問
題
」
を

投
げ
か
け
て
い
る
。
経
済
的
に
は
、
現
在
「
中
央
政
府
も
広
東
政
府
も
財
政
状
態
が
非
常
に
危
機
的
」
で
あ
る
の
で
、
担
保
の
な
い
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
事
業
を
許
可
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
治
的
に
は
南
京
と
広
東
の
間
に
緊
張
状
態
が
存
在
し
、
日

本
外
交
も
中
国
か
ら
の
「
外
国
の
影
響
力
排
除
」
を
狙
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
広
東
と
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

の
決
定
は
南
京
と
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
あ
と
に
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
し
、
輸
出
す
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
非
軍
事
的
な
事
業

（
造
船
所
、
鉱
山
設
備
、
鉄
道
、
港
湾
）
な
ど
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
立
場
か
ら
外
務
省
は
、
鉱
物
資
源
を
中
心
と
し
た
広
東
の
返
済
能
力
を
調
査
す
る
た
め
、
専
門
家
委
員
会
の
派
遣
を

提
案
し
た
の
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
八
ヶ
月
か
ら
一
二
ヶ
月
間
を
か
け
て
広
東
で
調
査
を
お
こ
な
い
、
広
東
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
与
え
る

べ
き
か
否
か
、
与
え
る
と
し
て
ど
の
程
度
の
額
が
リ
ス
ク
に
見
合
う
か
、
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
政
治
的
に
重
要
な
条
件
と

し
て
外
務
省
は
、
ク
ラ
イ
ン
が
何
ら
か
の
公
的
な
い
し
半
官
的
な
任
務
を
帯
び
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
し
、

中
国
国
内
政
治
上
な
い
し
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
絶
対
に
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
外
務
省
は
こ
こ
で
、
政
治
的
・
経
済
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
可
及
的
に
回
避
す
る
た
め
、
広
東
へ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
締
結
を
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先
延
ば
し
に
し
、
広
東
の
経
済
的
実
情
、
と
り
わ
け
鉱
物
資
源
の
供
給
能
力
を
詳
細
に
検
討
す
る
よ
う
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
（
総
裁
シ

ャ
ハ
ト
）、
財
務
省
（
財
務
大
臣
ク
ロ
ー
ジ
ク
）
お
よ
び
国
防
省
（
軍
務
局
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
）
に
提
案
し
た
の
で
あ
る
（
73
）。

５
　
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
拡
大

ク
ラ
イ
ン
の
華
南
鉄
道
計
画
・
工
場
建
設
計
画

こ
の
間
、
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
外
務
省
の
憂
慮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ラ
イ
ン
の
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
と
も
か
く
も
順

調
に
推
移
し
た
。
ゼ
ー
ク
ト
が
南
京
領
事
館
の
ラ
ウ
テ
ン
シ
ュ
ラ
ー
ガ
ー
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
一
月
三
一
日
に

ゼ
ー
ク
ト
を
接
受
し
た
P
介
石
は
、
ク
ラ
イ
ン
の
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
再
度
了
承
し
、
中
国
か
ら
ド
イ
ツ
に
輸
出
し
う
る

原
料
資
源
の
リ
ス
ト
を
一
週
間
以
内
に
用
意
す
る
と
ま
で
語
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
P
介
石
は
、
三
月
に
ク
ラ
イ
ン
が
再
訪
中

す
る
の
を
待
っ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
含
め
た
最
終
的
な
契
約
を
締
結
し
、
個
別
問
題
を
調
整
し
た
い
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
（
74
）。
ゼ
ー
ク
ト
の

報
告
内
容
は
か
な
り
割
り
引
い
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
別
と
し
て
、
P
介
石
は
ク
ラ
イ
ン
の
南
京
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
面
的
に
承
認
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
ク
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
間
、
一
九
三
三
年
七
月
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
次
契
約
、
三
四
年
七
月
お
よ
び
九
月
の
第

二
次
契
約
に
加
え
、
新
た
な
契
約
を
陳
済
棠
と
の
間
で
締
結
す
る
工
作
を
密
か
に
進
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

一
九
三
四
年
一
月
上
旬
、
総
統
直
属
経
済
特
別
顧
問
ケ
プ
ラ
ー
の
紹
介
で
ク
ラ
イ
ン
が
ラ
イ
ヒ
鉄
道
総
裁
ド
ル
プ
ミ
ュ
ラ
ー
（Julius

D
orpm

üller

）
を
訪
問
し
、
広
東
派
と
の
間
で
華
南
の
鉄
道
建
設
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
と
の
計
画
を
開
陳
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
広
州
│
汕
頭
線
、
広
州
│
ト
ン
キ
ン
線
、
広
州
│
貴
州
線
の
三
路
線
計
一
五
〇
〇
キ
ロ
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
広

東
政
府
は
対
価
と
し
て
広
東
と
内
陸
部
の
生
産
物
を
宛
て
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
際
土
木
工
事
は
中
国
側
が
請
け
負
う
が
、
レ

ー
ル
、
車
輌
、
橋
な
ど
は
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
ク
ラ
イ
ン
は
ド
イ
ツ
の
鉄
道
技
術
者
を
求
め
て
い
る
と
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い
う
の
で
あ
っ
た
。
い
っ
た
い
誰
が
先
行
投
資
す
る
の
か
と
い
う
ド
ル
プ
ミ
ュ
ラ
ー
の
質
問
に
対
し
ク
ラ
イ
ン
は
「
私
自
身
が
支
払
う
」

と
答
え
、
さ
ら
に
「
南
京
政
府
の
了
承
を
得
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
ク
ラ
イ
ン
は
「
計
画
に
つ
い
て
P
介
石
と
協
議
し
、
そ

の
了
解
を
得
て
い
る
」
と
の
回
答
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
驚
い
た
ド
ル
プ
ミ
ュ
ラ
ー
は
一
月
一
二
日
に
外
務
省
第
四
部
（
東
ア
ジ
ア
担
当
）
の
キ
ュ
ー
ル
ボ
ー
ン
（G

eorg
K

ühlborn

）

公
使
館
参
事
官
に
電
話
で
報
告
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ド
ル
プ
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
鉄
道
建
設
計
画
に

は
二
億
か
ら
三
億
Ｒ
Ｍ
の
費
用
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
が
、
外
務
省
の
側
で
異
議
は
な
い
か
と
尋
ね
た
の
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
ル
ボ
ー
ン

は
こ
れ
に
対
し
、
ク
ラ
イ
ン
の
契
約
の
詳
細
は
外
務
省
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
契
約
の
締
結
は
「
一
瞥
し
た
だ
け
で

も
ほ
と
ん
ど
不
可
能
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
（
75
）。

さ
ら
に
、
一
月
三
一
日
に
外
務
省
に
届
け
ら
れ
た
ク
ラ
イ
ン
の
「
交
渉
経
過
報
告
書
」
に
は
「
広
東
お
よ
び
隣
接
諸
省
は
ド
イ
ツ
経

済
お
よ
び
ド
イ
ツ
産
業
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
無
尽
蔵
の
活
動
分
野
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
一
連
の
工
場
お
よ
び
交
通
設
備
の
建
設
が

不
可
欠
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
建
設
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（1）
鉄
道
網
、
（2）
広
州
の
港
湾
設
備
、
（3）
民

間
お
よ
び
海
軍
の
造
船
所
、
（4）
自
動
車
工
場
、
（5）
製
鉄
工
場
、
（7）
武
器
工
場
、
（8）
石
炭
液
化
設
備
、
そ
の
他
の
工
場
。
ク
ラ
イ
ン
に

よ
れ
ば
、
陳
済
棠
は
こ
う
し
た
一
連
の
工
場
の
建
設
と
計
画
を
「
私
の
手
に
委
ね
た
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
（
76
）。
外
務
省
貿
易
政
策
局
・

フ
ォ
ス
が
こ
の
「
交
渉
経
過
報
告
書
」
に
記
し
た
よ
う
な
ク
ラ
イ
ン
の
行
動
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
「
偽
り
」「
ナ
ン
セ
ン
ス
」「
夢
想
」

は
、
ま
さ
し
く
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
（
77
）。

広
東
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
問
題

加
え
て
一
九
三
五
年
三
月
、南
京
駐
在
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
と
は
別
の
軍
事
顧
問
団
が
広
東
に
設
立
さ
れ
る
と
い
う
情
報
が
伝
わ
り
、

P
介
石
を
強
く
刺
激
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
78
）。
す
な
わ
ち
三
月
中
旬
、
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
の
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
駐
華
公

使
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
と
の
会
談
の
中
で
、
ド
イ
ツ
陸
軍
兵
器
部
の
毒
ガ
ス
専
門
家
ベ
ー
ツ
ォ
ル
ト
（B

ezold

）
と
シ
ュ
メ
ー
デ
ィ
ン
グ
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（Schm
eding

）
が
広
東
に
到
着
し
、
そ
の
た
め
「
中
国
人
高
官
に
動
揺
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
伝
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ト
ラ
ウ
ト

マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ゼ
ー
ム
ス
ド
ル
フ
将
軍
（H

ans
Sehm

sdorf

）
と
五
名
の
将
校
が
「
国
防
省
の
了
承
の
下
に
」
中
国
訪
問
の
途
上
に
あ

り
、
ゼ
ー
ム
ス
ド
ル
フ
は
広
東
で
「
軍
事
顧
問
団
長
の
ポ
ス
ト
に
就
任
す
る
」
予
定
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
（
79
）。

以
上
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
、
三
月
一
二
日
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
す
で
に
述
べ
た
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
宛
の
書
簡
の
中
で
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
（
80
）。

ド
イ
ツ
の
兵
器
部
の
要
員
が
広
東
で
活
動
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ゼ
ー
ム
ス
ド
ル
フ
将
軍
が
訪
中
の
旅
の
途
上
に
あ
る
と
い
う
噂
が
多
く
の
中

国
人
か
ら
小
官
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
噂
は
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
﹇
ド
イ
ツ
国
防
省
の
在
華
軍
事
顧
問
団
担
当
連
絡
将
校
﹈
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
は
い
ま
ま
で
誰
に
問
わ
れ
て
も
『
何
も
知
ら
な
い
』
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
し
か
し
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
が
確
認
し
た
以
上
、

状
況
は
小
官
に
と
っ
て
厄
介
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
で
激
し
い
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
の
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
嵐
は
、
わ
れ
わ
れ
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
ン
を
も
含
め
た
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
の
中
国
で
の
活

動
を
容
易
に
一
掃
し
去
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
り
広
東
で
の
活
動
も
終
了
し
て
し
ま
う
の
は
明
白
で
す
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
外
交
と

ド
イ
ツ
経
済
の
利
益
に
適
う
の
か
否
か
は
小
官
に
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
が
、
個
人
的
に
は
非
常
に
遺
憾
に
思
い
ま
す
。

ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
か
ら
詳
細
な
電
報
を
受
け
た
外
務
省
貿
易
政
策
局
の
フ
ォ
ス
は
三
月
一
八
日
、
覚
書
を
記
し
、「
広
東
諸
契
約
の
軍

事
的
部
分
の
実
行
が
始
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
超
え
て
、
広
東
に
軍
事
顧
問
団
が
設
立
さ
れ
た
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
」
と

の
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
フ
ォ
ス
に
よ
れ
ば
、
南
京
の
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
の
立
場
は
、
軍
事
顧
問
団
と
ド
イ
ツ
国
防
省

の
「
P
介
石
に
対
す
る
忠
誠
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
の
存
続
は
、「
P
介
石
の
信
頼
が
揺
る
が
ぬ

限
り
に
お
い
て
の
み
可
能
」
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
判
断
か
ら
フ
ォ
ス
は
以
下
の
よ
う
に
提
案
す
る
。「
独
中
関
係
と
独
中
貿
易
の

利
益
、
さ
ら
に
南
京
駐
在
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
の
地
位
を
考
慮
し
て
、
広
東
に
お
け
る
わ
が
国
の
軍
事
活
動
を
、
P
介
石
が
許
容
す
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る
範
囲
内
に
留
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（
81
）。

な
お
、
フ
ォ
ス
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
見
解
は
、「
外
務
省
の
立
場
と
完
全
に
一
致
」
し
て
い
た
（
82
）。
国
防

省
＝
シ
ャ
ハ
ト
連
合
に
対
す
る
外
務
省
＝
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
政
策
連
合
が
事
実
上
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
83
）。

こ
う
し
た
外
務
省
＝
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
連
合
の
主
張
に
対
し
、
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
国
防
大
臣
は
激
烈
に
反
応
し
た
。
三
月
二
三
日
、

ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
は
外
務
省
と
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
文
書
を
発
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
（
84
）。

兵
器
部
の
二
人
の
要
員
が
広
東
に
到
着
し
た
と
い
う
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
将
軍
の
報
告
は
正
確
で
は
な
い
。
私
的
な
契
約
に
基
づ
き
、
顧

問
と
し
て
ゼ
ー
ム
ス
ド
ル
フ
退
役
大
将
が
、
プ
ロ
イ
退
役
大
佐
﹇K

urt
Preu

﹈
を
伴
っ
て
最
近
広
東
に
到
着
し
た
。
さ
ら
に
三
│
四
名
の
退
役

将
校
の
広
東
へ
の
出
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
同
じ
く
私
的
な
契
約
に
基
づ
い
て
広
東
に
向
か
う
。

わ
が
国
に
は
関
係
の
形
成
の
た
め
広
東
に
顧
問
を
派
遣
す
る
権
利
が
あ
り
、
こ
の
権
利
は
南
京
の
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
確
保
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
ラ
イ
ヒ
経
済
大
臣
﹇
シ
ャ
ハ
ト
﹈
も
広
東
と
の
経
済
関
係
の
形
成
に
多
大
な
価
値
を
置
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
当
然
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
は
ゼ
ー
ム
ス
ド
ル
フ
ら
の
顧
問
契
約
を
「
私
的
」
な
も
の
で
あ
る
と
強
弁
し
、
陸
軍
兵
器
部
の
関
与
を
否
定

す
る
一
方
で
、「
わ
が
国
」
が
顧
問
を
派
遣
す
る
「
権
利
」
を
主
張
し
て
お
り
、
論
理
的
な
整
合
性
に
ま
っ
た
く
頓
着
し
な
い
姿
勢
を

示
し
た
。
彼
は
、
国
防
省
＝
経
済
省
連
合
を
政
治
的
に
誇
示
し
て
強
引
に
外
務
省
お
よ
び
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
を
威
圧
し
つ
つ
、
遮

二
無
二
広
東
派
と
の
関
係
の
深
化
を
目
指
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ゼ
ー
ク
ト
の
帰
国
、
ヒ
ト
ラ
ー
＝
ク
ラ
イ
ン
会
談
と
ク
ラ
イ
ン
の
中
国
再
訪

さ
て
こ
の
間
P
介
石
は
、
広
東
に
お
け
る
武
器
工
場
建
設
の
既
成
事
実
が
進
行
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ゼ
ー
ク
ト
か
ら
何
ら
の
説
明
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も
な
い
こ
と
に
業
を
煮
や
し
、
一
九
三
四
年
一
二
月
半
ば
、
意
を
決
し
、
ゼ
ー
ク
ト
に
直
接
書
簡
を
送
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
書
簡
の

中
で
P
介
石
は
ゼ
ー
ク
ト
に
「
広
東
武
器
工
場
計
画
に
関
す
る
書
面
で
の
態
度
表
明
」
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
P
介
石

に
と
っ
て
も
ゼ
ー
ク
ト
に
と
っ
て
も
極
め
て
不
快
な
事
態
で
あ
っ
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ゼ
ー
ク
ト
は
こ
の
P
介
石
の
問
い
を

は
ぐ
ら
か
し
て
何
と
か
し
の
い
で
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
「
P
介
石
＝
ゼ
ー
ク
ト
関
係
は
冷
却
化
し
た
」
と
い
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
（
85
）。

一
九
三
四
年
四
月
に
再
訪
中
し
た
と
き
、
ゼ
ー
ク
ト
は
遅
く
と
も
翌
三
五
年
一
月
に
帰
国
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
こ
の
間
、
ク
ラ

イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
め
ぐ
る
政
治
的
交
渉
が
遷
延
し
た
た
め
、
予
定
通
り
に
帰
国
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
死
を
予
感
さ
せ
る
ほ
ど
体
調
を
崩
し
た
上
に
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
め
ぐ
る
P

介
石
と
の
葛
藤
が
加
わ
り
、

ゼ
ー
ク
ト
の
身
体
的
・
精
神
的
ス
ト
レ
ス
は
相
当
程
度
昂
進
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
五
年
三
月
一
日
、
彼
は
P

介
石
に
宛
て
て
辞
表
を
提
出
し
、
受
理
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
さ
し
あ
た
り
三
ヶ
月
の
帰
国
休
暇
を
得
た
の
で
あ
る
（
86
）。

一
方
ク
ラ
イ
ン
も
、
当
初
の
予
定
で
は
二
月
中
旬
に
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
か
ら
中
国
に
向
け
て
出
発
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
（
87
）、
広
東
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
す
る
外
務
省
や
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
抵
抗
な
ど
予
想
外
の
困
難
に
直
面
し
、
出
発
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
ク
ラ
イ
ン
は
、
二
月
二
八
日
、
お
そ
ら
く
国
防
省
の
強
い
推
薦
に
よ
り
、
総
統
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
面
会
に
成
功
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
時
ク
ラ
イ
ン
は
、
中
国
か
ら
持
参
し
た
陳
済
棠
の
直
筆
の
手
紙
と
肖
像
写
真
お
よ
び
P
介
石
の
肖
像
写
真
を
ヒ
ト
ラ

ー
に
提
出
し
た
。
さ
ら
に
ク
ラ
イ
ン
は
内
閣
官
房
長
官
ラ
ン
マ
ー
ス
（H

ans
H

einrich
L

am
m

ers

）
に
、
中
国
へ
戻
る
際
、
陳
済
棠
お
よ

び
P
介
石
に
渡
す
た
め
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
直
筆
書
簡
お
よ
び
肖
像
写
真
を
用
意
す
る
よ
う
依
頼
し
た
の
で
あ
る
（
88
）。

ラ
ン
マ
ー
ス
は
こ
の
ク
ラ
イ
ン
の
要
望
に
沿
う
形
で
陳
済
棠
お
よ
び
P
介
石
に
渡
す
た
め
ヒ
ト
ラ
ー
名
義
の
書
簡
の
草
案
を
作
成

し
、
外
務
省
に
送
付
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
陳
済
棠
宛
て
書
簡
案
文
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。「
特
別
の
満
足
を
以
て
私
は

バ
ー
タ
ー
契
約
を
歓
迎
し
ま
す
。
私
は
そ
の
重
要
性
を
充
分
に
認
識
し
て
お
り
、
貴
国
と
我
が
祖
国
に
祝
福
を
も
た
ら
す
こ
と
を
望
み

ま
す
。
私
は
契
約
の
実
現
を
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
促
進
い
た
し
ま
す
」。
さ
ら
に
P
介
石
宛
書
簡
案
文
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

た
。「
私
は
バ
ー
タ
ー
契
約
を
中
国
と
ド
イ
ツ
の
友
好
的
協
力
の
証
し
と
し
て
歓
迎
し
、
そ
の
契
約
が
両
国
の
経
済
的
再
建
に
大
き
く
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役
立
つ
こ
と
を
信
じ
ま
す
」
（
89
）。
す
な
わ
ち
ク
ラ
イ
ン
は
、
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
南
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
お
墨
付

き
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
外
務
大
臣
ノ
イ
ラ
ー
ト
は
三
月
九
日
、
ラ
ン
マ
ー
ス
に
返
答
し
、「
国
家
元
首
と
し
て
の
総
統
は
、
中
国
の
両
将
軍
の

友
好
的
な
意
思
表
示
に
対
し
て
直
筆
書
簡
で
応
え
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
原
則
論
を
述
べ
た
の
ち
、
そ
れ
に
代
え
て
、
P
介
石
お

よ
び
陳
済
棠
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
写
真
の
み
を
贈
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
際
ノ
イ
ラ
ー
ト
が
「
両
将
軍
の
友
好
的
な

意
思
表
示
に
対
す
る
総
統
の
心
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
を
伝
達
す
る
よ
う
ク
ラ
イ
ン
氏
に
委
任
す
る
」
と
述
べ
た
の
は
、
事
の
性
質
上
や

む
を
得
ぬ
と
は
い
え
、
結
果
的
に
ク
ラ
イ
ン
を
さ
ら
に
増
長
さ
せ
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
（
90
）。
こ
の
ノ
イ
ラ
ー
ト
の
提
案

は
ヒ
ト
ラ
ー
に
上
げ
ら
れ
、
そ
の
了
承
を
得
た
（
91
）。

こ
う
し
て
一
九
三
五
年
三
月
、
ゼ
ー
ク
ト
は
帰
国
の
途
に
、
ク
ラ
イ
ン
は
中
国
再
訪
の
途
に
つ
く
こ
と
に
な
る
。

（
1
）『
事
略
稿
本
』
一
九
三
四
年
四
月
一
一
日
条
、
第
二
五
巻
四
五
二
頁
。

（
2
）『
事
略
稿
本
』
一
九
三
四
年
四
月
一
三
日
条
、
第
二
五
巻
四
五
八
頁
。

（
3
）『
事
略
稿
本
』
一
九
三
四
年
五
月
一
日
お
よ
び
二
日
条
、
第
二
六
巻
四
頁
お
よ
び
一
六
頁
。

（
4
）D

ie
G
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Peping

an
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A
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A
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C

,D
ok.N

r.473,S.837-834.

（
5
）『
事
略
稿
本
』
一
九
三
四
年
五
月
三
日
条
お
よ
び
五
日
条
、
第
二
六
巻
一
八
頁
お
よ
び
二
五
頁
。
ゼ
ー
ク
ト
の
権
限
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
は
、

H
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M
eier-W

elcker,
„G

eneraloberst
H

ans
von

Seeckt“,
in:

B
ernd

M
artin

(H
rsg.),

D
ie

deutsche
B

eraterschaft
in

C
hina.

M
ilitär-W

irtschaft-
A

ußenpolitik,D
üsseldorf:D

roste
1981,S.126-127.

（
6
）D

ie
G

esandtschaftin
Peping

an
das

A
A

vom
29.M

ai1934,in:A
D

A
P

,Serie
C

,D
ok.N

r.473,S.837-834.

（
7
）E
benda.

（
8
）
本
稿
（
一
）、『
成
城
法
学
』
第
七
九
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
六
五
│
六
六
頁
。

（
9
）D

ie
G

esandtschaftin
Peping

an
das

A
A

vom
29.M

ai1934,in:A
D

A
P

,Serie
C

,D
ok.N

r.473,S.837-834.

（
10
）『
事
略
稿
本
』
一
九
三
四
年
五
月
三
日
条
、
第
二
六
巻
一
八
頁
。

（
11
）『
事
略
稿
本
』
一
九
三
四
年
五
月
一
一
日
条
、
第
二
六
巻
六
八
頁
。
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（
12
）D

ie
G

esandtschaftin
Peping

an
das

A
A

vom
29.M

ai1934,in:A
D

A
P

,Serie
C

,D
ok.N

r.473,S.837-834.

（
13
）B

ernd
M

artin
(H

rsg.),D
ie

deutsche
B

eraterschaftin
C

hina.M
ilitär-W

irtschaft-A
ußenpolitik,D

üsseldorf:D
roste

1981,S.414,A
nm

.1.

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ

の
成
立
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
一
章
第
二
節
「
ク
ラ
イ
ン
の
『
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
進
展
と
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
成
立
」（『
成
城
法
学
』
前
号
五
九
│
六

三
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）A

ufzeichnung
T

rautm
anns

vom
19.A

ugust1934,A
nlage

1
zu

B
erichtT

rautm
anns

an
B

ülow
vom

28.A
ugust1934,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,S.
353-354..

（
15
）V

erhandlungs-B
erichtvon

H
ans

K
lein,A

nlage
zu

A
ufzeichnung

V
oss

vom
31.Januar1935,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096187-096211.

（
16
）A

ufzeichnung
T

rautm
anns

vom
19.A

ugust1934,A
nlage

1
zu

B
erichtT

rautm
anns

an
B

ülow
vom

28.A
ugust1934,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,S.
353-354.

（
17
）E

benda.

（
18
）「
中
国
農
産
品
与
徳
国
工
業
品
互
換
実
施
合
同
」（
一
九
三
四
年
八
月
二
三
日
）、
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
編
『
中
徳
外
交
密
档
（
一
九
二
七
│
一
九
四
七
）』

桂
林：

広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
（
以
下
『
中
徳
外
交
密
档
』
と
略
）、
三
二
四
│
三
二
六
頁；

A
usführungs-V

ertrag
über

den
A

ustausch
von

R
ohstoffen

und
L

andesprodukten
C

hinas
gegen

Industrie-
und

Sonsitige
E

rzeugnisse
D

eutschlands,in:
W

alther
E

ckert,
D

ie
H

A
P

R
O

in
C

hina,
G

raz,
o.

D
.,

A
nhang;

B
ernd

M
artin

(H
rsg.),

D
ie

deutsche
B

eraterschaft
in

C
hina.

M
ilitär-W

irtschaft-
A

ußenpolitik,
D

üsseldorf:
D

roste
1981,

D
okum

entN
r.15,S.410-411.

（
19
）„V

ortrag
vorC

hiangkaishek“,in:PA
dA

A
,„ProjektK

lein“,6680/H
096174.

残
念
な
が
ら
、
こ
の
P

介
石
＝
ク
ラ
イ
ン
会
談
の
日
時
は
『
事
略
稿
本
』

な
ど
に
よ
っ
て
も
確
定
で
き
な
い
。「
第
三
帝
国
」
の
政
府
内
政
治
に
お
け
る
政
治
資
源
と
し
て
の
「
情
報
」
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム

外
交
と
「
満
洲
国
」』
東
京：

千
倉
書
房
一
九
九
二
年
、
一
〇
二
頁
。

（
20
）T

rautm
ann

an
B

ülow
vom

28.A
ugust1934,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.180,S.352-353.

（
21
）A

nm
erkung

derH
erausgeber(3),A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,S.353.

（
22
）
参
照
、
田
嶋
信
雄
「
武
器
輸
出
解
禁
の
政
治
過
程
―
―
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
対
中
国
武
器
輸
出
問
題
　
一
九
三
三
│
一
九
三
六
年
」
成
城
大
学
法
学
会
編

『
二
一
世
紀
に
お
け
る
法
学
と
政
治
学
の
諸
相
』
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
六
四
│
一
六
五
頁；

熊
野
直
樹
『
ナ
チ
ス
一
党
支
配
体
制
成
立
史
序
説
―
―

フ
ー
ゲ
ン
ベ
ル
ク
の
入
閣
と
そ
の
失
脚
を
め
ぐ
っ
て
』
東
京：
法
律
文
化
社
一
九
九
六
年
。

（
23
）R

underlaß
des

A
A

s
vom

20.A
ugust1934

(gez.von
R

itter),in:A
D

A
P

,Serie
C

,B
d.III,D

ok.N
r.169,

S.334-338.

（
24
）R

underlaß
des

A
A

s
vom

18.Juni1934
(gez.von

U
lrich),in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.14,S.25-35.

田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
洲

国
」』
東
京：

千
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
、
一
九
九
－
二
〇
〇
頁
。

（
25
）R

underlaß
des

A
A

s
vom

25.
A

ugust
1934

(gez.
von

R
itter),

in:
A

D
A

P
,

Serie
C

,
B

d.
III,

D
ok.

N
r.

175,
S.

346-348;
R

underlaß
des

A
A

s
vom

13.
Septem

ber1934,in:A
D

A
P

,Serie
C

,B
d.III,D

ok.N
r.207,S.398-399.

シ
ャ
ハ
ト
の
「
新
計
画
」
に
つ
い
て
は
邦
語
で
も
多
く
の
文
献
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
と
く
に
栗
原
優
『
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
』
名
古
屋：

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
、
第
二
部
第
三
章
「
新
計
画
体
制
の
成
立
」
二
一
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二
│
二
三
八
頁
を
挙
げ
て
お
く
。

（
26
）„U

m
bau

des
H

eeres
und

W
irtschaftslage“

vom
19.Juli1934

(gez.von
T

hom
as),in:B

A
-M

A
,R

W
19/v.W

iIF5/406,B
l.204-207.

（
27
）„Spitzengliederung“

vom
16.Juli1934

(gez.von
T

hom
as),in:B

A
-M

A
,R

W
19/v.W

iIF5/383.
（
28
）„W

ehrm
achtsam

tN
r.1/34

g.K
.W

.W
i“

vom
1.N

ovem
ber1934

(gez.von
R

eichenau)m
itA

nlagen
„G

eschäftsverteilungsplan:W
ehrw

irtscahfts-und
W

affenw
esen

(W
)“

und
„G

eschäftsverteilungsplan:W
ehrw

irtschaftliche
A

bteilung“
(o.D

.),in:B
A

-M
A

,R
W

19/v.W
iIF5/383,T

eil2.

ト
ー
マ
ス
は
、

幾
度
か
の
改
名
や
改
編
を
と
も
な
い
つ
つ
も
、
一
九
四
四
年
ま
で
こ
の
機
関
を
維
持
し
た
。
こ
こ
で
は
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
、
便
宜
的
に
機
関
名
を
「
国

防
経
済
幕
僚
部
」
と
し
て
お
く
。

（
29
）
ナ
チ
ズ
ム
外
交
に
お
け
る
各
政
策
参
画
者
の
政
治
的
起
動
因
と
し
て
の
組
織
的
利
害
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
洲
国
」』

東
京：

千
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
、
九
四
│
九
六
頁
。

（
30
）
参
照
、
飯
島
典
子
「
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
広
東
・
江
西
に
跨
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
開
発
」『
中
国
研
究
月
報
』
二
〇
〇
九
年
三
月
号
。

（
31
）„V

orw
ort

zum
nachstehenden

V
ertrag“

und
„V

ertrag
über

den
A

ustausch
von

R
ohstoffen

und
L

andesprodukten
der

K
w

angtung-R
egierung

gegen
Industrie-

und
sonstige

E
rzeugnisse

D
eutschlands“,

gez.
am

20.
Juli

1934,
in:

PA
dA

A
,

„Projekt
K

lein“,
6680/H

096100-104;
A

nm
erkung

der
H

erausgeber
(3),A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,S.353.

製
鉄
工
場
（
一
一
二
六
万
香
港
ド
ル
）、
港
湾
施
設
（
二
三
〇
万
香
港
ド
ル
）、
火
薬
工
場
（
四
三
二

万
香
港
ド
ル
）。

（
32
）V

erhandlungs-B
erichtvon

H
ans

K
lein,A

nlage
zu

A
ufzeichnung

V
oss

vom
31.Januar

1935,in:PA
dA

A
,„ProjektK

lein“,6680/H
096151;

「
克
蘭
与

広
東
当
局
籤
訂
之
《
防
毒
面
具
廠
合
約
》」、『
中
徳
外
交
密
档
』
四
六
八
│
四
七
一
頁
。

（
33
）A

ufzeichnung
V

oss
vom

2.Februar1935,in:A
D

A
P

,Serie
III,D

ok.N
r.476,S.879-881.

（
34
）T

rautm
ann

an
das

A
A

vom
16.D

ezem
ber1934,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096028-H
096046,hierH

096030.

（
35
）A

nm
erkung

derH
erausgeber(1),A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,S.353.

（
36
）V

oskam
p

an
die

deutsche
G

esandtschaftPeping
vom

20.O
ktober1934,in:PA

dA
A

,IV
O

A
,A

llg.B
d.211/3,H

098359.

（
37
）A

ufzeichnung
E

rdm
annsdorffs

vom
15.O

ktober1934,in:PA
dA

A
,IV

O
A

,A
llg.B

d.211/3,H
098341-342.

（
38
）E

benda.

（
39
）A

ufzeichnung
E

rdm
annsdorffs

vom
3.N

ovem
ber1934,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096006.

（
40
）A

ufzeichnung
M

eyers
vom

6.N
ovem

ber1934,in:A
D

A
P

,Serie
C

,B
d.III,D

ok.N
r.301,S.560-561.

（
41
）E
benda.

（
42
）E

benda.

（
43
）A

uszug
aus

einem
B

riefvon
Falkenhausen

an
B

rinkm
ann

vom
25.D

ezem
ber1934,in:PA

dA
A

,A
bt.IV

O
A

,A
llg.B

d.211/3,H
098386-098393.

（
44
）A

nm
erkung

derH
erausgeber(4),A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,S.561.

（
45
）「
第
三
帝
国
」
の
政
府
内
政
治
に
お
け
る
政
治
的
手
段
と
し
て
の
「
ヒ
ト
ラ
ー
・
シ
ン
ボ
ル
」
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
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洲
国
」』
東
京：

千
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
、
九
九
│
一
〇
〇
頁
。

（
46
）T

rautm
ann

an
das

A
A

vom
1.D

ezem
ber1934,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.366,S.677.

（
47
）E

benda.
（
48
）E

benda.

「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
ゼ
ー
ク
ト
の
「
心
の
闇
」
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
「
ゼ
ー
ク
ト
の
中
国
訪
問
　
一
九
三
三
年
」『
成

城
法
学
』
第
七
七
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
と
く
に
第
六
節
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
立
と
、
ゼ
ー
ク
ト
の
心
の
闇
」、
三
五
│
三
九
頁
。

（
49
）D

as
A

A
an

R
eichenau

vom
4.D

ezem
ber1934,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096024.

（
50
）
ち
な
み
に
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
の
実
弟
が
広
東
現
地
で
関
わ
っ
て
い
た
。V

oskam
p

an
die

deutsche
G

esandtschaftPeping
vom

20.O
ktober1934,in:PA

dA
A

,IV
O

A
,A

llg.B
d.211/3,H

098359.

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
ベ
ル
ン
ト
・
マ
ー
テ
ィ
ン
教
授

が
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
当
事
者
に
お
こ
な
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
八
〇
年
九
月
一
二
日
）
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
ク
ラ
イ
ン
に
頼
み
込
ん
で
「
一

家
の
黒
い
羊
」
で
あ
る
弟
を
広
州
の
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
事
務
所
に
送
り
込
ん
だ
が
、「
怠
け
者
の
う
え
陰
謀
家
」
で
あ
る
弟
は
「
争
い
の
種
を
蒔
く
の
み
」
だ
っ

た
の
で
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
は
手
切
れ
金
を
渡
し
て
弟
を
イ
ン
ド
シ
ナ
に
追
放
し
た
と
い
う
。B

ernd
M

artin
(H

rsg.),
D

ie
deutsche

B
eraterschaft

in
C

hina.
M

ilitär-W
irtschaft-A

ußenpolitik,D
üsseldorf:D

roste
1981,S.416,A

nm
.14.

こ
こ
で
も
「
ナ
チ
ズ
ム
外
交
に
お
け
る
政
策
参
画
者
の
起
動
因
と
し
て
の

個
人
的
利
益
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
参
照
、
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
洲
国
」』
東
京：

千
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
、
九
六
│
九
七

頁
。

（
51
）A

uszug
aus

einem
B

riefvon
Falkenhausen

an
B

rinkm
ann

vom
25.D

ezem
ber1934,in:PA

dA
A

,A
bt.IV

O
A

,A
llg.B

d.211/3,H
098386-393.

（
52
）R

eichenau
an

Falkenhausen
vom

10.Januar1935,in:B
A

-M
A

,M
sg

160/7,B
l.

45-46.

（
53
）E

benda.

「
第
三
帝
国
」
の
政
府
内
政
治
に
お
け
る
政
治
的
手
段
と
し
て
の
「
大
臣
シ
ン
ボ
ル
」
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と

「
満
洲
国
」』
東
京：

千
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
、
九
九
│
一
〇
〇
頁
。

（
54
）Falkenhausen

an
R

eichenau
vom

14.M
ärz

1935,in:B
A

-M
A

,M
sg

160-7,B
l.41-43.

（
55
）A

uszug
aus

einem
B

riefvon
Falkenhausen

an
B

rinkm
ann

vom
25.D

ezem
ber1934,in:PA

dA
A

,A
bt.IV

O
A

,A
llg.B

d.211/3,H
098386-098393.

（
56
）T

rautm
ann

an
N

eurath
vom

22.Januar1935,in:A
D

A
P

,Serie
C

,B
d.III,D

ok.N
r.504,S.938.

（
57
）A

ktenverm
erk

W
illings

vom
18.Januar1934,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096069-70.

（
58
）Plessen

an
das

A
A

vom
2.Januar1935,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096050.

（
59
）„V

erhandlungsbericht“,in:PA
dA

A
,„ProjektK

lein“,6680/H
096187-096213.

（
60
）„S[eekt]-K

[lein]G
eschäfte“,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096151-173.

（
61
）A
ufzeichnung

V
oss

vom
31.Januar1935,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.472,S.873-874.

（
62
）E

benda.

（
63
）「
第
三
帝
国
」
の
政
府
内
政
治
に
お
け
る
「
条
件
闘
争
」
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
洲
国
」』
東
京：

千
倉
書
房
、
一
九
九

二
年
、
一
〇
七
頁
。
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（
64
）A

ufzeichnung
V

oss
vom

2.Februar1935,in:A
D

A
P

,Serie
C

,B
d.III,D

ok.N
r.476,S.879-881.

（
65
）「
第
三
帝
国
」
の
政
府
内
政
治
に
お
け
る
「
総
統
の
意
志
の
推
測
」
の
意
味
お
よ
び
政
治
的
機
能
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と

「
満
洲
国
」』
東
京：

千
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
、
八
九
│
九
〇
頁
。

（
66
）A

ufzeichnung
E

rdm
annsdorffs

vom
11.Februar1935,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.488,S.902-904.

（
67
）E

benda.

（
68
）A

ufzeichnung
E

rdm
annsdorffs

vom
14.Februar1935,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.491,S.908-910.

（
69
）E

benda.

（
70
）A

nm
erkung

derH
erausgeber(1),A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,S.913.

（
71
）L

autenschlageran
das

A
A

vom
15.Februar1935,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.494,S.913-914.

（
72
）A

nm
erkung

derH
erausgeber(7),A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,S.947.

（
73
）N

eurath
an

K
rosigk

vom
27.Februar1935,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.508,S.944-947.

（
74
）L

autenschlager
an

das
A

A
vom

15.Februar
1935,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.494,S.913-914.

『
事
略
稿
本
』
で
は
こ
の
P

介
石
＝
ゼ
ー
ク

ト
会
談
を
確
認
で
き
な
い
。

（
75
）A

ufzeichnung
E

rdm
annsdorffs

vom
14.Februar1935,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096047-049.

（
76
）„V

erhandlungs-B
ericht“

K
leins,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096190-191.

（
77
）„S[eekt]-K

[lein]G
eschäfte“,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096151-173.

（
78
）A

ufzeichnung
V

oss
vom

18.M
ärz

1935,in:PA
dA

A
,„ProjektK

lein“,6680/H
096255-260.

（
79
）A

nm
erkung

derH
erausgeber(1),A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,S.1020-1021.

（
80
）Falkenhausen

an
R

eichenau
vom

14.M
ärz

1935,in:B
A

-M
A

,M
sg

160/7,B
l.41-43.

（
81
）A

ufzeichnung
V

oss
vom

18.M
ärz

1935,in:PA
dA

A
,„ProjektK

lein“,6680/H
096255-260.Siehe

auch
A

nm
erkung

derH
erausgeber(3),A

D
A

P
,Serie

C
.B

d.III,S.1021.

（
82
）E

benda.

（
83
）「
第
三
帝
国
」
の
政
府
内
政
治
に
お
け
る
「
政
策
連
合
」
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
洲
国
」』
東
京：

千
倉
書
房
、
一
九
九

二
年
、
一
〇
六
頁
。

（
84
）B
lom

berg
an

N
eurath

vom
23.M

ärz
1935,in:A

D
A

P
,Serie

C
,B

d.III,D
ok.N

r.554,S.1020-1021.

（
85
）T

rautm
ann

an
das

A
A

vom
15.D

ezem
ber1934,in:PA

dA
A

,„ProjektK
lein“,6680/H

096025.

（
86
）T

rautm
ann

an
N

eurath
vom

1.M
ärz

1935,in:A
D

A
P

,Serie
C

,B
d.III,D

ok.N
r.512,S.950-951.

（
87
）A

ufzeichnung
V

oss
vom

2.Februar1935,in:A
D

A
P

,Serie
C

,B
d.III,D

ok.N
r.476,S.879-881.

（
88
）R

k.1937/35,L
am

m
ers

an
N

eurath
vom

5.M
ärz

1935,in:
B

undesarchiv
K

oblenz
(jetzt

B
undesarchiv

B
erlin-L

ichterfelde)(folgend
zitiert

als
B

A
),
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R
43I/57,B

l.165-166.

（
89
）R

k.1937/35,L
am

m
ers

an
N

eurath
vom

5.M
ärz

1935,in:B
A

,R
43I/57,B

l.
169-170.

（
90
）R

k.2123/35,N
eurath

an
L

am
m

ers
vom

9.M
ärz

1935,in:B
A

,R
43I/57,B

l.171
u.R

ückseite.
（
91
）E

benda.

（
た
じ
ま
・
の
ぶ
お
＝
本
学
教
授
）

本
研
究
は
、
二
〇
〇
九
年
〜
二
〇
一
〇
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
金
（
研
究
課
題
「
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
日
中
戦
争
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
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